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MCMS 2002 (SP1a) のインストール
最終更新日: 2003 年 10 月
概要: このドキュメントでは、Microsoft® Content Management Server (MCMS) 2002 (Service Pack 1a (SP1a)) を 1 台のコンピュータにインストールする手順 (開発環境にインストールする場合など) と複数のコンピュータにインストールする手順 (運用環境にインストールする場合)、 および、1 台または複数のコンピュータにインストールされている MCMS 2002 (SP1a) をアップグレードする手順について説明します。MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、このドキュメントを最後まで読むことをお勧めします。
注   MCMS 2002 (SP1a) を自動設定でインストールすることはできません。 
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はじめに
このドキュメントは、Microsoft® Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) のインストールとアップグレードに関するクイック スタート ガイドと詳細な手順説明です。この手順説明に従って次の作業を実行できます。
· 使用しているシステムを MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) からアップグレードする
· MCMS 2002 (SP1a) ヘルプを表示する
· MCMS 2002 (SP1a) を 1 台のコンピュータにインストールする
· コンポーネント群が複数のコンピュータに分散されるように MCMS 2002 (SP1a) をインストールする
· MCMS 2002 (SP1a) をインストールした後に使用しているオペレーティング システムをアップグレードする
注  使用しているオペレーティング システムのアップグレードは、MCMS 2002 をインストールする前に行うことをお勧めします。このことは、MCMS 2002 のどのバージョンをインストールする場合にも当てはまります。
このマニュアルで説明している指示に従って、次のエディションの MCMS 2002 (SP1a) をインストールできます。
· Evaluation Edition

· Developer Edition

· Standard Edition

Enterprise Edition

MCMS 2002 (SP1a) のエディション間の相違点については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「MCMS 2002 (SP1a) のエディション」を参照してください。
インストールの簡単な説明
この項では、Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) のインストールについて簡単に説明します。MCMS 2002 (SP1a) を適切にインストールするために必要な、個々の設定値などの詳細事項については、このマニュアルで説明するそれぞれのインストール手順を参照してください。
MCMS 2002 (SP1a) の全コンポーネントを 1 台のコンピュータにインストールする方法と、各コンポーネントを別々のサーバーにインストールする方法のいずれかを選択できます。
MCMS 2002 (SP1a) をインストールするには
注  次の各作業の詳細手順については、このマニュアルで説明されています。
ステップ 1: 必要なソフトウェアを指定された順序でインストールします。
ステップ 2: Windows NT のユーザー アカウント (初期管理者とシステム管理者) を作成します。
ステップ 3: データベースを作成し、システム管理者アカウントに権限を付与します。
ステップ 4: Web サイトを 2 つ作成します。
ステップ 5: MCMS 2002 (SP1a) をインストールします。
ステップ 6: MCMS 2002 (SP1a) の Database Configuration Application (DCA) を使用してデータベースを構成します。
ステップ 7: MCMS 2002 (SP1a) の Server Configuration Application (SCA) を使用してサーバーを構成します。
ステップ 8: web.config ファイル内の最大アップロード サイズを更新します。
次の表に、MCMS 2002 (SP1a) のコンポーネントをインストールする前にインストールしておく必要のあるソフトウェアの一覧を示します。 

	コンポーネント
	必要なソフトウェア

	Content Server
	· Microsoft Windows® 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20082 からダウンロード可能)、Windows XP、または Windows Server™ 2003

注   Windows 2000 Server の場合、World Wide Web サービス ソフトウェア Internet Information Services (IIS) をインストールして有効にする必要があります。
注   MCMS 2002 (SP1a) は、Windows Server 2003 Web Edition/Datacenter Edition 上では使用できません。
注   Windows Server 2003 の場合、次の IIS コンポーネントをインストールして有効にする必要があります。
· ASP.NET

· WWW (World Wide Web) サービス
· ASP

· サーバー側インクルード
· Microsoft Internet Explorer 6.0 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12037 からダウンロード可能)

Microsoft SQL Server™ 2000 (任意のエディション)

注   Windows XP にインストールする場合は、必ずそのプラットフォーム上で動作する SQL Server 2000 のエディションを使用してください。SQL Server 2000 のシステム要件については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16489 を参照してください。
· SQL Server 2000 (最新の Service Pack (SP) を適用済み) (SP の最新版は SP3a であり、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=13955 からダウンロード可能)

注   SQL Server の次のコンポーネントをインストールしてください。
· サーバー
· 管理ツール
· クライアント接続
注   MCMS 2002 (SP1a) は、SQL Server 7.0 上では使用できません。
· Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9558 からダウンロード可能)

· IIS Lockdown Tool (推奨) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12340 からダウンロード可能)

· (開発環境の場合) Microsoft Visual Studio® .NET 2002 または Visual Studio .NET 2003

· (運用環境の場合) Microsoft .NET Framework 1.0 (Service Pack 2) または .NET Framework 1.1

· .NET Framework 1.0 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14505 からダウンロード可能
· .NET Framework 1.0 Service Pack 2 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20139 からダウンロード可能
· .NET Framework 1.1 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16282 からダウンロード可能
· Windows Script 5.6 (Windows 2000/XP の場合) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20335 からダウンロード可能)

· Internet Explorer WebControls v.1.0 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=20542 からダウンロード可能)

	Site Manager
	· Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降)、または Windows XP Professional (Service Pack 1 以降)

· Internet Explorer 5.0 以降
· Microsoft .NET Framework 1.0 (Service Pack 2) または .NET Framework 1.1

· .NET Framework 1.0 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14505 からダウンロード可能
· .NET Framework 1.0 Service Pack 2 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20139 からダウンロード可能
· .NET Framework 1.1 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16282 からダウンロード可能
· Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 または Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1

· Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14506 からダウンロード可能
· Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16283 からダウンロード可能
· 注   .NET Framework 1.0 がインストールされている場合は、Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 をインストールします。.NET Framework 1.1 がインストールされている場合は、Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 をインストールします。上記の 2 つのケースが混在している場合 (例: .NET Framework の両方のバージョンがインストールされている場合) は、Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 をインストールします。 

	Site Stager
	· Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降)、または Windows XP Professional (Service Pack 1 以降)

· .NET Framework 1.0 (Service Pack 2) または .NET Framework 1.1

· Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 または Visual J# .NET Redistributable Package 1.1


MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの表示
Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) ヘルプを表示する場合、製品全体をインストールする必要はありません。 

MCMS 2002 (SP1a) ヘルプは次の場所にあります。
· MCMS 2002 (SP1a) CD-ROM (すべてのエディションで共通)

MCMS 2002 (SP1a) アップグレード (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 からダウンロード可能)

· Web 上 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9919)

製品全体をインストールする場合、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプは製品と共にインストールされます。MCMS 2002 (SP1a) の各コンポーネントを別々のコンピュータにインストールする場合、ヘルプのインストール先は次のようになります。
	コンポーネント
	ヘルプ

	Content Server
	ヘルプは Content Server 上にインストールされます。

	Site Manager
	ヘルプは Site Manager 上にインストールされます。

	Authoring Connector
	ヘルプは、Authoring Connector と共にインストールされることはありませんが、CD-ROM から直接表示できます。

	Web Author
	ヘルプは、Web Author と共にインストールされることはありませんが、CD-ROM から直接表示できます。


MCMS 2002 (SP1a) ヘルプを表示するには
1. MCMS 2002 (SP1a) インストーラを起動します。
2. [Microsoft Content Management Server] 起動画面で [コンポーネントをインストールする] をクリックします。
これで、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプを表示できるようになります。 

注   既に製品がインストールされている場合は、[スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft Content Management Server] をポイントし、[MCMS ヘルプ] をクリックします。
Authoring Connector とサンプル サイトのインストール
Authoring Connector とサンプル サイトに関する情報は、次の場所に移動されました。
Authoring Connector をダウンロードする場合は、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20021 にアクセスしてください。
· サンプル サイトをインストールする場合は、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20020 にアクセスしてください。
MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) からのアップグレード
Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) を初めてインストールする手順については、「1 台のコンピュータによる開発環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール」または「複数のコンピュータによる運用環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール」を参照してください。
重要   すべての管理者クライアント (Site Manager アプリケーション、Database Configuration Application (DCA)、および Site Stager) を、サーバーと同じバージョンの MCMS にアップグレードする必要があります。また、MCMS クラスタ内の各サーバーには、同じバージョンの MCMS 2002 がインストールされている必要があります。
現在インストールされている MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) をアップグレードする場合、システムのアップグレードの実行前に、現在の構成設定の一部が MCMS 2002 (SP1a) インストーラによって保存されます。現在の構成設定は、<%install_dir%>\MCMS_SP1A_UpgradeBackUp\ ディレクトリ (例: C:\Program Files\Microsoft Content Management Server\MCMS_SP1A_UpgradeBackUp) にバックアップされます。
保存される構成設定は次のとおりです。
· MCMS\sitedeployment\web.config ファイル
· \server\ フォルダの IIS_NR_RO、IIS_NR、IIS_CMS、および IIS_NR_RO_ASP
· DeveloperTools.xml

重要   上記のファイルまたはディレクトリに変更を加えている場合、その変更内容を確認して MCMS 2002 (SP1a) の該当ファイルに反映する必要があります。
アップグレードが完了すると、MCMS 2002 (SP1a) インストーラによって構成設定が復元されます。構成設定が復元されなかった場合、Database Configuration Application (DCA) とServer Configuration Application (SCA) を使用して、失われた変更内容を再設定する必要があります。構成設定の保持と復元に関する情報は、インストール ログ ファイルに書き込まれます。
MCMS 2002 (SP1a) インストーラの処理では、アップグレード時にコンピュータにインストールされている MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) のみをアップグレードします。アップグレード完了後にコンポーネントを追加する場合は、[コントロール パネル] の [アプリケーションの追加と削除] を使用します。
MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) を MCMS 2002 (SP1a) にアップグレードするには
3. MCMS 2002 (SP1a) の必要なソフトウェアをすべてインストールします。詳細については、「1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
MCMS 2002 (SP1a) アップグレードを http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 からダウンロードします。
4. アップグレードのインストール処理を起動し、新規インストールの場合と同様に MCMS 2002 (SP1a) をインストールします。手順については、「MCMS 2002 (SP1a) のインストール」を参照してください。
注   MCMS 2002 (SP1a) をインストールする場合、以前のバージョンの MCMS 2002 では不要であったいくつかのソフトウェアが必要になります。詳細については、「1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」または「複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
1 台のコンピュータによる開発環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール
Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) を評価する場合、または、MCMS Web サイトの開発を行う場合は、MCMS 2002 (SP1a) の全コンポーネントと Microsoft SQL Server™ を 1 台のコンピュータにインストールする方法と、MCMS 2002 (SP1a) を任意のコンピュータにインストールして共有 SQL Server データベースを参照する方法のいずれかを選択できます。この項では、MCMS 2002 (SP1a) の全コンポーネントと SQL Server を 1 台のコンピュータにインストールする方法について説明します。
この項で説明する項目は次のとおりです。
· 1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア
· MCMS 2002 (SP1a) に対するコンピュータの構成
MCMS 2002 (SP1a) のインストール
· MCMS 2002 (SP1a) の構成
1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア
この項では、MCMS 2002 (SP1a) を開発環境の 1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェアについて説明します。ここでは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアだけを取り上げます。その他の要件については、各製品に付属するマニュアルをご覧ください。必要なソフトウェアをインストールする前に、使用しているオペレーティング システムのマニュアルを読み、使用しているプラットフォームのセキュリティを確保する方法について理解しておくことをお勧めします。
運用環境の複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェアについては、「複数のコンピュータによる運用環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール」を参照してください。
重要   Microsoft Professional Support Services では、このマニュアルで説明するハードウェア要件とソフトウェア要件を満たしているプラットフォームのみをサポートしています。各ソフトウェアは、このマニュアルで示す順序でインストールする必要があります。
注   MCMS をドメイン コントローラ コンピュータにインストールすることはお勧めできません。
この項で説明する項目は次のとおりです。
· オペレーティング システム
· Internet Explorer 6.0

· SQL Server 2000 (任意のエディション)

· SQL Server 2000 SP3

· Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨)

IIS Lockdown Tool (推奨)

· Visual Studio® .NET 2002 または Visual Studio .NET 2003

· .NET Framework 1.0 (SP2)

· Windows Script 5.6

· Visual J#® .NET Redistributable Package

· Internet Explorer WebControls v.1.0

オペレーティング システム
MCMS 2002 (SP1a) をインストールできる Microsoft Windows® のバージョンは次のとおりです。
Microsoft Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server

· Windows XP

· Windows Server™ 2003

Microsoft Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server

Windows 2000 Server または Windows 2000 Advanced Server をインストールする場合は、次の要件を満たしてください。
· コンピュータ名には、英数字のみを使用します。
· 環境の安全性を高める場合は、[Windows 2000 コンポーネント] ページで [Internet Information Services (IIS)] のチェック ボックスをオフにすることをお勧めします。
· [ネットワークの設定] ページで、[標準設定] をクリックします。
· Microsoft Windows® 2000 Server 上で開発環境を実行するには、Microsoft Windows 2000 Server Pack 4 (SP4) 以降をインストールする必要があります。 

注   最新のサービス パックとホットフィックスを常に確認することをお勧めします。 
Microsoft Windows 2000 Service Pack 4 をインストールするには
5. Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20082 にアクセスします。
6. Windows 2000 Service Pack 4 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
既定では、Microsoft® Windows 2000 Server™ のインストール時に Internet Information Services (IIS) 5.0 はインストールされません。MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、次の IIS 5.0 コンポーネントがインストールされ有効になっていることを確認する必要があります。これらのコンポーネントは Windows 2000 Server に付属しています。
· 共通コンポーネント
· インターネット インフォメーション サービス スナップイン
· WWW (World Wide Web) サーバー
Windows 2000 Service Pack のインストールが完了したら、IIS を有効にします。
IIS を有効にするには
7. [スタート] をクリックし、[設定] をポイントします。次に [コントロール パネル] をクリックし、[アプリケーションの追加と削除] をダブルクリックします。
8. [アプリケーションの追加と削除] ウィンドウで [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックし、[インターネット インフォメーション サービス (IIS)] をクリックして [詳細] をクリックします。次のコンポーネントの横にあるチェック ボックスがオンになっていることを確認します。
· 共通コンポーネント
· インターネット インフォメーション サービス スナップイン
· WWW (World Wide Web) サーバー
注   これらのコンポーネントは、MCMS をインストールするために最小限必要なものです。このマニュアルで説明するその他の必要なソフトウェアを実行するためには、さらに他のコンポーネントが必要になる可能性もあります。
Windows XP

Windows XP をインストールする場合は、次の要件を満たしてください。
· Windows XP Service Pack 1 (SP1) 以降をインストールします。 

使用する SQL Server 2000 のエディションが Windows XP でサポートされていることを確認します。SQL Server のシステム要件については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16489 を参照してください。
Windows Server 2003

Windows Server 2003 をインストールする場合は、次の推奨事項に留意してください。
注   MCMS 2002 (SP1a) は、Windows Server 2003 Web Edition/Datacenter Edition 上では使用できません。
既定では、Windows Server 2003 のインストール時に Internet Information Services (IIS) 6.0 はインストールされません。MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、次の IIS 6.0 コンポーネントがインストールされていることを確認する必要があります。これらのコンポーネントは Windows Server 2003 に付属しています。
· IIS 6.0

· ASP.NET

· ASP

· サーバー側インクルード
重要   必要な IIS 6.0 コンポーネントをインストールするには、[アプリケーションの追加と削除] を使用してください。IIS Web Server Extensions を使用してこれらのコンポーネントを構成する場合、[アプリケーションの追加と削除] を使用してコンポーネントを一度削除し、再度追加する必要があります。
サーバー側インクルードをインストールするには
9. [スタート] をクリックし、[設定] をポイントします。次に [コントロール パネル] をクリックし、[アプリケーションの追加と削除] をダブルクリックします。
10. [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックし、[アプリケーション サーバー] をクリックして [詳細] をクリックします。
11. [アプリケーション サーバー] ダイアログ ボックスで [インターネット インフォメーション サービス] を選択し、[詳細] をクリックします。
12. [インターネット インフォメーション サービス] ダイアログ ボックスで [WWW (World Wide Web) サービス] を選択し、[詳細] をクリックします。
[WWW (World Wide Web) サービス] ダイアログ ボックスで [サーバー側インクルード] を選択し、[OK] をクリックします。
13. [Windows コンポーネント ウィザード] ダイアログ ボックスで [次へ] をクリックし、[完了] をクリックします。 

注   Windows Server 2003 をインストールすると、.NET Framework 1.1 もコンピュータにインストールされます。Windows Server 2003 システム上では、.NET Framework 1.1 を使用する必要があります。同じコンピュータ上に Visual Studio .NET 2002 をインストールしている場合は、.NET Framework 1.1 と .NET Framework 1.0 の両方がコンピュータにインストールされます。.NET Framework 1.0 は、Windows Server 2003 システムに悪影響を及ぼすことはありません。ただし Windows Server 2003 上では、MCMS 2002 (SP1a) は .NET Framework 1.1 とだけ連係動作します。 

重要   使用しているコンピュータを Windows Server 2003 にアップグレードする予定がある場合、MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前にオペレーティング システムをアップグレードすることをお勧めします。MCMS 2002 (SP1a) のインストール後にオペレーティング システムをアップグレードする場合は、何か所か修正する必要があります。MCMS 2002 (SP1a) と連係動作するように Windows Server 2003 を修正する方法については、「Windows Server 2003 へのオペレーティング システムのアップグレード」を参照してください。
Internet Explorer 6.0

Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12037 にアクセスします。Internet Explorer 6.0 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
SQL Server 2000 (任意のエディション)

SQL Server 2000 (最新の Service Pack (SP) を適用済み) (SP の最新版は SP3a であり、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=13955 からダウンロード可能)

SQL Server の次のコンポーネントをインストールします。
· サーバー
· 管理ツール
· クライアント接続
注   MCMS 2002 (SP1a) は、SQL Server 7.0 上では使用できません。
SQL Server をインストールする場合は、次の点に留意してください。
· Microsoft Content Management Server (MCMS) の評価版をインストールする場合、SQL Server 2000 も評価版を使用できます。 

Windows XP を使用する場合は、必ずそのプラットフォーム上で動作する SQL Server 2000 のエディションを使用してください。SQL Server のシステム要件については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16489 を参照してください。
· 所属組織内の LAN または WAN 上の別の場所で SQL Server を実行している場合、MCMS 2002 をインストールするコンピュータに、SQL Server 2000 のサーバー コンポーネントの代わりにクライアント ツールをインストールできます。
· [インストールの選択] ページで [SQL Server の新規インスタンスの作成またはクライアント ツールのインストール] をクリックします。
· [インストールの定義] ページで [サーバーとクライアント ツール] をクリックします。
· [セットアップの種類] ページで [カスタム] をクリックします。
[コンポーネントの選択] ページの [サブ コンポーネント] で、[フルテキスト検索] が選択されていることを確認します。
[認証モード] ページで、認証モードを選択します。MCMS では、混合モード (Windows 認証と SQL Server 認証) と Windows 認証モードがサポートされています。混合モードでは、Windows 認証と SQL Server 認証のいずれかを使用して、SQL Server のインスタンスに接続できます。Windows 認証モードでは、Windows 2000 ユーザー アカウントを介して接続できます。
注   SQL Server sa ログインの使用は、特にパスワードを使用しないオプションを選択した状態ではセキュリティ上のリスクがあるので、お勧めしません。 

· [照合順序] ページで、既定の設定 (辞書順、大文字小文字を区別しない、1252 文字セットを使用) をそのまま使用します。MCMS 2002 では、大文字と小文字を区別する SQL Server インスタンスはサポートされていません。 

· [ネットワーク ライブラリ] ページで、[名前付きパイプ] と [TCP/IP ソケット] が選択されていることを確認します。
· SQL Server をインストールした後、最新の Service Pack (現在は SP3a) をインストールする必要があります。
SQL Server 2000 SP3a

次の処理を実行し、SQL Server 2000 Service Pack 3a をインストールします。
· Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=13955 にアクセスします。SQL Server 2000 SP3a をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨)

次のセキュリティ テンプレートは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアではありませんが、セキュリティ上の理由により、必要なソフトウェアと共にインストールすることをお勧めします。
Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (hisecws) をインストールするには
重要   Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (hisecws) は、Microsoft Visual Studio .NET に付属している Microsoft .NET Framework をインストールする前に、インストールする必要があります。.NET Framework のインストール後にこのテンプレートを適用した場合、ASPNET_WP ユーザー権限 (例: temp フォルダへのアクセス) が削除されます。
14. Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9558 にアクセスします。 

15. 指示に従って、Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレートをインストールします。
注   Windows NT® ドメイン コントローラの構成、および Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレートのインストールに関して、認証の問題がいくつかあります。詳細については、マイクロソフト サポート技術情報の次の記事を参照してください。
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9872
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9873
IIS Lockdown Tool (推奨)

次のセキュリティ テンプレートは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアではありませんが、セキュリティ上の理由により、必要なソフトウェアと共にインストールすることをお勧めします。サイトのセキュリティを強化するには、Internet Information Services (IIS) Lockdown Tool を使用します。このツールの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9864 を参照してください。このツールの一部のバージョンには、MCMS 2002 用の処理が含まれていません。したがって、MCMS CD-ROM に収録されている、MCMS 用にカスタマイズされたバージョンをインストールする必要があります。
IIS Lockdown Tool の MCMS 用にカスタマイズされたバージョンをインストールするには
注   この手順に従って、iislockd.exe ファイルを抽出する必要があります。ファイルを抽出する前に実行可能ファイルを実行しないでください。
16. ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12340 にアクセスします。
17. ファイル iislockd.exe をダウンロードし、[保存] をクリックしてハード ディスクに保存します。
18. ファイルの抽出先フォルダを新規に作成します。
19. [スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] をクリックします。
20. [ファイル名を指定して実行] ボックスに「<path>\iislockd.exe /q /c」(<path> は Iislockd.exe ファイルの格納場所への絶対パス) と入力し、[OK] をクリックします。
iislockd.exe のウィンドウで、ステップ 3 で作成したフォルダの場所を選択するか直接入力し、[OK] をクリックします。URLScan ファイルと Lockdown Template ファイルがこのフォルダに抽出されます。
21. MCMS の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。
22. Support フォルダをダブルクリックし、次に Iislockdown をダブルクリックします。 

23. iislockd.ini と urlscan_cms.ini を、ステップ 6 で抽出したファイルが格納されているフォルダにコピーします。
24. [ファイルの上書きの確認] ウィンドウで、[はい] をクリックします。
25. 抽出したファイルが格納されているフォルダで、iislockd.exe ファイルをダブルクリックします。
26. [サーバーテンプレートを選択] ウィンドウで、[Content Management Server] テンプレートを選択します (選択可能なテンプレートはこれだけです)。
IIS Lockdown ウィザードの指示に従って作業を進めます。
Visual Studio .NET 2002 または Visual Studio .NET 2003

Microsoft Visual Studio® .NET は豊富な開発ツールを備えています (Visual Studio .NET は、運用環境では必要ありません)。 

Visual Studio .NET をインストールすると、.NET Framework もコンピュータにインストールされます。この .NET Framework も、必要なソフトウェアの 1 つです。コンピュータにインストールされている .NET Framework のバージョンによって、後でインストールする Visual J# .NET Redistributable Package のバージョンが決まります。インストールする Visual J# .NET Redistributable Package のバージョンについては、「Visual J# .NET Redistributable Package」を参照してください。
· Visual Studio .NET 2002 をインストールすると、.NET Framework 1.0 がコンピュータにインストールされます。
Visual Studio .NET 2003 をインストールすると、.NET Framework 1.1 がコンピュータにインストールされます。 

· Visual Studio .NET 2002 から Visual Studio .NET 2003 にアップグレードすると、結果的に .NET Framework 1.0 と .NET Framework 1.1 の両方がコンピュータにインストールされます。 

.NET Framework が既にインストールされている場合、Visual Studio .NET をインストールしても .NET Framework は再インストールされません。 

Visual Studio .NETは、Visual Studio .NET 製品の CD-ROM からインストールします。
注   Visual Studio .NET をインストールする場合、MCMS に必要なソフトウェア以外のソフトウェアも必要になることがあります。したがって、Visual Studio .NET のマニュアルをよく読んでおくことをお勧めします。
.NET Framework 1.0 (SP2)

注   Microsoft Visual Studio .NET 2002 をインストールすると、Microsoft .NET Framework 1.0 がインストールされます。したがって、Visual Studio .NET 2002 をインストールした場合、.NET Framework Service Pack 2 (SP2) をインストールする必要があります。Microsoft Visual Studio .NET 2003 をインストールした場合は、.NET Framework 1.1 がインストールされるので、.NET Framework 1.0 SP2 をインストールする必要はありません。
Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20139 にアクセスします。.NET Framework 1.0 SP2 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Windows Script 5.6

Windows Script 5.6 は、Windows 2000 および Windows XP の場合に必要となります。Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20335 にアクセスします。Windows Script 5.6 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Visual J# .NET Redistributable Package

コンピュータにインストールされている .NET Framework の最新バージョンに合わせて、適切なバージョンの Visual J# .NET Redistributable Package をインストールする必要があります。
.NET Framework 1.1 がインストールされている場合、Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 を http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16283 からダウンロードしてインストールします。 

· .NET Framework 1.0 がインストールされている場合、Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 を http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14506 からダウンロードしてインストールします。
· .NET Framework 1.1 と .NET Framework 1.0 の両方がインストールされている場合、インストールされている .NET Framework の最新バージョンに対応する Visual J# .NET Redistributable Package、つまり Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 をインストールします。
Internet Explorer WebControls v.1.0

次の処理を実行し、Internet Explorer WebControls v.1.0 をインストールします。
· Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=20542 にアクセスします。Internet Explorer 6.0 WebControls v.1.0 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
1 台のコンピュータによる開発環境での MCMS 2002 (SP1a) の構成
MCMS の以前のバージョンがコンピュータにインストールされていない場合、この項で説明する手順に従って、MCMS 2002 (SP1a) を実行できるようにコンピュータを構成する必要があります。各ステップは、この項で示す順序で実行する必要があります。
MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) がコンピュータにインストールされている場合は、「MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) からのアップグレード」で説明するアップグレード処理を実行します。 

注   MCMS 2002 をインストールする前に、必要なソフトウェアをインストールする必要があります。必要なソフトウェアとインストール順序の詳細については、「1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
重要   MCMS 2002 (SP1a) をインストールするには、インストール先サーバーの Microsoft Windows NT® Administrators グループのメンバでなければなりません。
権限グループの作成とユーザー アクセスの管理など、サイトの管理については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「サイト構造とワークフローを管理する」を参照してください。
この項で説明する項目は次のとおりです。
Windows インストーラ ログの有効化
ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成
ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与
ステップ 3: Web サイトの作成
ステップ 4: MCMS 2002 (SP1a) のインストール
ステップ 5: データベースの構成
ステップ 6: サーバーの構成
ステップ 7: Web.config ファイルの更新
Windows インストーラ ログの有効化
MCMS インストール処理を開始する前に、Windows インストーラ ログを有効にすることをお勧めします。Windows インストーラによって作成されるログ ファイルは、インストール時の問題をユーザーが特定する際に役立ちます。また、インストール処理で発生した問題に対して Product Support Services がサポートを行う場合にも参考となります。 

使用しているコンピュータで Windows インストーラを実行したことがない場合は、Windows インストーラ ログを有効にするキーを設定する必要があります。この操作を行うには、ローカル管理者の権限が必要です。
Windows インストーラ ログを有効にするキーを設定するには
27. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。 

28. [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに、「regedit」と入力して[OK] をクリックします。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\Installer に移動します。
29. [Installer] を右クリックし、[新規] をクリックして [文字列] をクリックします。
30. [レジストリ エディタ] ウィンドウの [名前] 列に、「Logging」と入力して Enter キーを押します。 

Logging という新しい値が作成されます。
31. [ログの記録] を右クリックし、[変更] をクリックします。
[文字列の編集] ダイアログ ボックスの [値のデータ] ボックスに、「voicewarmup」と入力して [OK] をクリックします。
32. [レジストリ エディタ] ウィンドウを閉じます。
注   この結果、Windows インストーラを使用するすべてのアプリケーションに対して Windows インストーラ ログが有効になります。ハード ディスクの使用容量を最小限に抑えるため、コンポーネントのインストールが終了したらログを無効にすることをお勧めします。 

ログを無効にするには、上記の手順で作成した Logging という値を削除します。
MCMS の構成ステップの完了後に、一時フォルダに作成されたログ ファイルの内容を確認できます。確認するには、まず、コマンド プロンプトで「CD %TEMP%」と入力するか、[スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] をクリックし、[名前] ボックスに「%temp%」と入力して [OK] をクリックします。インストール ログ ファイルの名前は、CMS2002SP1aSetup(<timestamp>).log のような形式です。最後に生成されたインストール ログ ファイルを検索して開き、ファイルの内容を確認します。
ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成
MCMS の構成を行う場合、ローカル コンピュータに対する次の有効な Windows NT アカウントが必要です。
· MCMS 初期管理者
· MCMS システム アカウント
MCMS 初期管理者用には既存の Windows NT ユーザー アカウントを使用してもかまいませんが、MCMS システム アカウントには新しいアカウントを作成することをお勧めします。
MCMS 初期管理者は、MCMS 環境で公開の設定と管理を行います。MCMS 管理者には、あらゆる MCMS 2002 (SP1a) コンテナにおけるすべての権限 (ページの作成、編集、承認の権限など) が付与されます。この初期管理者は、データベースの作成時またはアップグレード時に Database Configuration Application (DCA) によって作成される、最初の管理者です。MCMS を構成する最初の段階では、この管理者が、MCMS Site Manager を介して Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) にログオンできる唯一のユーザーです。 

MCMS システム アカウントは、Microsoft Active Directory® や SQL Server 2000 のリソースにアクセスするときに使用されます。このアカウントは、MCMS がリソースにアクセスするときに、すべての MCMS ユーザーの代理として機能します。このシステム アカウントには、MCMS のすべてのリソース (組織単位、ドメイン、コンテナ、グループ、ユーザーなど) に対するアクセス許可が必要です。 

MCMS システム アカウントを設定するときには、次の点に注意してください。
· Active Directory を使用中の場合、システム アカウントには Active Directory ツリーを参照できるアクセス許可が必要になります。これは、MCMS サイト管理者が権限グループの作成時または修正時に、MCMS Site Manager でドメイン別にユーザーを表示できるようにするためです。
Windows 認証 (推奨) を使用するように SQL Server データベースを構成した場合、システム アカウントには、MCMS で使用される Microsoft SQL Server データベースに対する特定のアクセス許可が必要です。SQL Server 認証を使用する場合は、MCMS で使用される SQL Server ログイン構成にのみ、データベースに対するアクセス許可が必要です。アクセス許可の設定方法の詳細については、「ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与」を参照してください。
· Microsoft Internet Information Services (IIS) の匿名アカウントをシステム アカウントとして設定しないでください。設定した場合、MCMS データベースへの匿名アクセスを許可することになります。 

注   ASP.NET、ドメイン コントローラ、およびローカル アカウントに関して既知の問題があります。ドメイン コントローラ上では、ユーザー アカウントはすべてドメイン アカウントであり、ローカル コンピュータ アカウントではありません。したがって、localmachinename¥ASPNET という名前のローカル アカウントが見つからないため、ASP.NET は起動に失敗します。ドメイン コントローラ上で有効なユーザー アカウントを設定するには、Machine.config ファイルの <processModel> セクションでそのユーザー アカウントを明示的に指定するか、システム アカウントを使用する必要があります。詳細については、マイクロソフト サポート技術情報の記事 Q315158 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12910) を参照してください。
MCMS システム アカウントを作成するには
33. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に [管理ツール] をポイントし、[コンピュータの管理] をクリックします。
34. [コンピュータの管理] ウィンドウで [ローカル ユーザーとグループ] を展開して [ユーザー] を右クリックし、[新しいユーザー] をクリックします。
35. [新しいユーザー] ダイアログ ボックスで、次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名
	システム アカウントの名前を入力します。ローカル アカウントを指定してもかまいません。また、ドメイン アカウントでなくてもかまいません。

	パスワード
	パスワードを入力します。


36. [作成] をクリックし、[閉じる] をクリックします。
37. MCMS 初期管理者の新しいアカウントを作成する場合は、ステップ 2 と 3 を繰り返します。
38. [ファイル] をクリックし、[終了] をクリックします。
MCMS 初期管理者用のアカウントを追加するには、上記の手順を繰り返します。
必要な Windows ユーザー アカウントを作成したら、「ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与」に進みます。
ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与
必要なソフトウェアをインストールし、必要な Windows NT ユーザー アカウントを作成したら、Microsoft SQL Server データベースを作成し、そのデータベースに権限を付与する必要があります。MCMSではこのデータベースにコンテンツが格納されます。このデータベースをコンテンツ リポジトリと呼びます。 

MCMS のインストール後に MCMS Database Configuration Application (DCA) を実行することにより、このデータベースに対するデータベース スキーマが作成され、必要なデータがデータベースに格納されます。
MCMS サーバーでは、このデータベース内のデータの読み込みおよび書き込みを行うために、MCMS システム アカウントの資格情報が使用されます。 

データベースを作成するには
39. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft SQL Server] をポイントし、[Enterprise Manager] をクリックします。
40. [コンソール ルート] ウィンドウで [コンソール ルート] を展開し、データベース フォルダに移動します。
41. データベース フォルダを右クリックし、[新規データベース] をクリックします。
42. [新規データベース] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに、次の規則に従ってデータベース名を入力します。
· データベース名に数字だけを使用することはできません。 

· データベース名には、文字と数字の組み合わせ、およびアンダースコア (_) 文字を使用できます。 

· データベース名に Transact-SQL 予約語は使用しないでください。SQL Server では、予約語は大文字と小文字の両方で予約されています。
43. [OK] をクリックします。
44. [SQL Server Enterprise Manager] ウィンドウで [コンソール] をクリックし、次のいずれかの処理を実行します。
· [終了] をクリックして SQL Server Enterprise Manager を終了します。
または
· 次の手順のステップ 2 に進み、MCMS システム アカウントに対してデータベースへのアクセス権限を付与します。
MCMS システム アカウントに対してデータベースへのアクセス権限を付与するには
45. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft SQL Server] をポイントし、[Enterprise Manager] をクリックします。
46. [SQL Server Enterprise Manager] で、[Microsoft SQL Server] ノードを展開し、MCMS データベースが格納されているサーバーに移動します。 

47. [セキュリティ] ノードを展開して [ログイン] を右クリックし、[新規ログイン] をクリックします。
48. [新規ログイン] ダイアログ ボックスの [名前] で [参照] をクリックし、「ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成」で作成したシステム アカウント ユーザーを探します。
49. [ドメインまたはコンピュータ] で、システム アカウント ユーザーを作成したローカル コンピュータ (またはドメイン) を選択します。
50. [名前] で、システム アカウント ユーザーをクリックして [追加] をクリックします。次に、[OK] をクリックします。
51. [新規ログイン] ダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。
52. [ログイン] ペインで、データベースに対するアクセス権限を持つシステム アカウント ユーザーを選択し、そのユーザー アカウントを右クリックします。次に、[プロパティ] をクリックします。
53. [SQL Server ログインのプロパティ] ダイアログ ボックスの [データベース アクセス] タブにある [権限] ペインで、作成した MCMS データベースのチェック ボックスをオンにします。 

[データベース ロール内の権限] ペインにロールの一覧が表示されます。
54. [データベース ロール内の権限] ペインで [db_ddladmin]、[db_datareader]、および [db_datawriter] をクリックし、[OK] をクリックします。 

注   [db_ddladmin] は、サイト展開でインポート機能を利用している場合にのみ必要です。 

55. [コンソール] をクリックして [終了] をクリックし、SQL Server Enterprise Manager を終了します。
これで、ローカル データベースを作成し、そのデータベースへのアクセス権限を MCMS システム アカウントに付与することができました。「ステップ 3: Web サイトの作成」に進みます。
ステップ 3: Web サイトの作成
MCMS 2002 (SP1a) 用の Web サイトは 2 つ必要です。1 つ目のサイトはユーザーの MCMS サイトであり、2 つ目のサイトは MCMS Server Configuration Application (SCA) に対するエントリ ポイントとして機能します。 

Internet Information Services (IIS) を共通コンポーネント、インターネット インフォメーション サービス スナップイン、および WWW (World Wide Web) サーバー コンポーネントと共にインストールすると、既定の Web サイトが作成されます。既定の Web サイトを削除する場合や、別の Web サイトで MCMS を実行する場合は、そのサイトを作成してから MCMS をインストールする必要があります。SCA に対するエントリ ポイントとして、独立した Web サイトを作成しておくことをお勧めします。IIS を使用して Web サイトを作成する方法の詳細については、Windows 2000 Professional ヘルプおよび Windows XP Professional ヘルプを参照してください。
注   Windows 2000 Professional および Windows XP Professional で IIS を使用する場合、アクティブな Web サイトは 1 つしか作成できないので、MCMS 用サイトと SCA 用サイトは同じになります。
新しい Web サイトを作成するには
56. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントして [コンピュータの管理] をクリックします。
57. [コンピュータの管理] ウィンドウで [サービスとアプリケーション] を展開し、[インターネット インフォメーション サービス] を右クリックします。次に、[新規作成] をポイントして [Web サイト] をクリックします。
58. Web サイトの作成ウィザードの開始ページで [次へ] をクリックします。
[Web サイトの説明] ページで、[説明] ボックスに Web サイトの説明 (例: 「SCA に対するエントリ ポイント」) を入力します。
59. [IP アドレスとポートの設定] ページで、[この Web サイトが使用する TCP ポート] ボックスにポート番号を入力し、[次へ] をクリックします。IIS の既定の Web サイトまたは IIS 管理者 Web サイトで既に使用されているポートは選択しないでください。ポートの詳細については、Windows ヘルプを参照してください。
60. [Web サイト ホーム ディレクトリ] ページで、[参照] をクリックします。
61. [フォルダの参照] ダイアログ ボックスで、ホーム ディレクトリにするパス (例: [ローカル ディスク (C:)]) を選択し、[OK] をクリックします。
注   このサイトが SCA に対するエントリ ポイントである場合、[この Web サイトへの匿名アクセスを許可する] チェック ボックスをオフにします。
62. [Web サイト ホーム ディレクトリ] ページで、[次へ] をクリックします。
63. [Web サイトのアクセス許可] ページで、既定値をそのまま使用するか、ホーム ディレクトリに対して設定する他のアクセス許可を選択し、[次へ] をクリックします。アクセス許可の詳細については、Windows のマニュアルを参照してください。
64. 完了ページで、[完了] をクリックします。
上記の手順を繰り返して 2 つ目のサイトを作成します。MCMS 用の Web サイトを作成したら、「ステップ 4: MCMS 2002 (SP1a) のインストール」に進みます。
ステップ 4: MCMS 2002 (SP1a) のインストール
ここでは、MCMS 2002 (SP1a) を 1 台のコンピュータにインストールする方法について説明します。 

このインストール処理を実行すると、次の MCMS 2002 (SP1a) コンポーネントがコンピュータにインストールされます。
· Content Server

· 開発ツール
· Site Manager

· Site Stager

注   Site Stager は、ASP.NET を使用している MCMS サイトでは動作しません。
MCMS コンポーネントをインストールするには
65. Microsoft Content Management Server 2002 (SP1a) の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入して setup.exe をダブルクリックするか、MCMS 2002 (SP1a) アップグレードを http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 からダウンロードします。 

66. [Microsoft Content Management Server 2002] 起動画面で、[コンポーネントをインストールする] をクリックします。
67. [ユーザー情報] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名
	Administrator アカウントのユーザー名を入力します。

	組織
	会社の名前を入力します。


68. [次へ] をクリックします。
69. [使用許諾契約書] ページの使用許諾契約書を確認し、[承諾] をクリックします。 

70. [インストール オプション] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	カスタム
	MCMS 2002 (SP1a) のカスタム インストール処理を実行する場合に、このラジオ ボタンをクリックします。

	参照
	インストール先ディレクトリを変更する場合にクリックします。新しいディレクトリを参照して、[OK] をクリックします。


71. [次へ] をクリックします。 

72. [カスタム インストール] ページで、すべての MCMS コンポーネントが選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。 

注   Site Stager を使用する予定がない場合、Site Stager をインストールする必要はありません。 

注   特定の MCMS コンポーネントで必要なソフトウェア アプリケーションがコンピュータにインストールされていない場合は、そのコンポーネントのチェック ボックスをオンにすることはできません。必要なソフトウェアを表示するには、そのコンポーネントをクリックします。必要なソフトウェアは、[説明] 列に表示されます。必要なソフトウェアをメモし、インストールを中止します。必要なソフトウェアすべてをコンピュータにインストールしてから、再度 MCMS 2002 (SP1a) をインストールします。
注   [ディスク領域の割り当て] で、使用可能なディスク容量が十分にあることを確認してください。
73. [概要] ページで、インストールの概要を確認して [インストール] をクリックします。 

[インストールの進行状況] ページに、インストールの進行状況が表示されます。インストール処理が完了すると、[インストールの完了] ページが表示されます。
74. [インストールの完了] ページで [MCMS Database Configuration Application の起動] チェック ボックスをオンにし、インストール完了後に Database Configuration Application (DCA) が自動起動されるようにします。次に、[完了] をクリックします。
DCA が開きます。「ステップ 5: データベースの構成」に進みます。
注   インストールでエラーが発生した場合、インストール ログ ファイルへのリンクが表示されたダイアログ ボックスが開きます。ログ ファイルを確認し、失敗の原因を特定してください。
これで、MCMS コンポーネントのインストールが完了しました。インストール時のエラーを確認するには、一時フォルダに生成されたログ ファイルの内容を表示します。表示するには、コマンド プロンプトで「CD %TEMP%」と入力するか、[スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] をクリックし、[名前] ボックスに「%temp%」と入力して [OK] をクリックします。インストール ログ ファイルの名前は、CMS2002SP1aSetup(<timestamp>).log のような形式です。最後に生成されたインストール ログ ファイルを検索して開き、ファイルの内容を確認します。
ステップ 5: データベースの構成
MCMS のインストールを完了して MCMS データベースを構成するには、Database Configuration Application (DCA) を使用します。ここでは、MCMS 用 Web サイトと Server Configuration Application (SCA) 用 Web サイトの指定、MCMS システム アカウントと初期サイト管理者アカウントの選択、およびデータベースの選択とデータの格納を行います。
DCA を実行するユーザーは、対象データベースのデータベース所有者 (DBO) 特権を持っている必要があります。ただし、SQL Server 認証を使用している場合は、使用している SQL Server アカウントに DBO 特権が設定されている必要があります。
注   このステップを開始する前に、MCMS 用の Web サイトを作成することをお勧めします (「ステップ 3: Web サイトの作成」を参照)。 

注   DCA の実行中に [キャンセル] オプションを選択した場合、Internet Information Services (IIS) サービスは再開されます。ただし、そのあとファイル転送プロトコル (FTP) サービスを手動で再開し、DCA を再実行して構成処理を完了させる必要があります。
FTP サービスを手動で再開始するには
a. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
b. [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに「inetmgr」と入力し、 [OK] をクリックして、IIS Manager を起動します。
c. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウで、ローカル コンピュータの名前のノードを展開し、再開されなかった FTP サービスを右クリックして [開始] をクリックします。
FTP サービスが再開します。
d. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウを閉じます。
MCMS データベースを構成するには
75. [Database Configuration Application] 起動画面で、[次へ] をクリックします。
注   インストール完了後に Database Configuration Application (DCA) を自動起動するオプションを選択しなかったために DCA が自動起動しない場合は、[スタート] をクリックして [プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft Content Management Server] をポイントし、[Database Configuration Application] をクリックします。
76. [Database Configuration Application] 起動画面で、[次へ] をクリックします。
77. [MCMS Content Server の ASP 互換モードの選択] ページで、適切なオプションを選択して [次へ] をクリックします。
	項目
	操作

	ASP.NET モード (新規サイトの場合に推奨)
	この MCMS サーバーでホストされるすべての読み取り専用サイトにおいて、ASP.NET ベースのコンテンツだけを使用できます。読み取り/書き込み可能サイトでは、これまでどおり ASP ベースのコンテンツを使用できます。

	混合モード
	MCMS は、MCMS Content Server によってホストされている読み取り専用サイトと読み取り/書き込み可能サイトの両方をホストし、ASP ベースのコンテンツを使用することができます。このオプションを選択すると、MCMS 2001 サイトとの互換性を確保できます。


78. [Microsoft Content Management Server をホスティングするための仮想サイトを選択してください] ページで、MCMS に対するプライマリ Web エントリ ポイントになる Web サイトを選択し、次のように設定します。
	項目
	操作

	既定の Web サイト
	MCMS に対するプライマリ Web エントリ ポイントとして、既定の Web サイトと自分で作成した別の MCMS サイトのどちらを使用するかを選択します。

	読み取り/書き込み可能サイト
	この MCMS サイトでのコンテンツ作成処理を有効にするには、このオプションを選択します。


79. [次へ] をクリックします。
[SCA の Web エントリ ポイント] ページの表で、MCMS Server Configuration Application (SCA) に対する Web エントリ ポイントになる Web サイトを選択します。[次へ] をクリックします。[警告] ダイアログ ボックスが表示された場合は、セキュリティで保護されていない SCA 用 Web サイト、または MCMS もインストールされている Web サイトを選択したことを意味します。先に進む場合は [はい] をクリックします。それ以外の場合は [いいえ] をクリックし、SCA 用 Web サイトの選択設定を変更します。
80. [MCMS システム アカウント] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー
	<local machine or domain>\<username> の形式で MCMS システム アカウント ユーザー名を入力します。MCMS システム アカウントは、データベースのデータの読み込みおよび書き込みに使用されます。

	パスワード
	MCMS システム アカウント用に作成したパスワードを入力します。


81. [次へ] をクリックします。
注   MCMS システム アカウントにローカル権限の付与を要求するメッセージが表示された場合は、付与します。
82. [サービスを終了しますか] ダイアログ ボックスで [はい] をクリックし、Microsoft Internet Information Services (IIS) を停止します。 

[MCMS データベースを選択してください] ページで、[データベースの選択] をクリックします。 

83. [SQL Server ログイン] ダイアログ ボックスで次のように設定します。
	項目
	操作

	サーバー
	ボックスの一覧で [local] をクリックします。

	オプション
	ダイアログ ボックスを展開する場合にクリックします。

	データベース
	ボックスの一覧で、「ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与」で作成したデータベースを選択します。


84. [OK] をクリックします。
85. [MCMS データベースを選択してください] ページで、[次へ] をクリックします。
86. [空のデータベース] ダイアログ ボックスで [はい] をクリックし、空のデータベースへのインストールを行います。
87. [データベースへのデータの格納] ページで [次へ] をクリックし、データベースにデータを格納します。
これにより、このデータベースを MCMS Content Repository (データベース) にするために必要な、データ構造がインストールされます。
データベースへのデータの格納が完了すると、データベース プラットフォーム、ログイン、および認証に関する情報が表示されたページが開きます。 

88. [MCMS 初期管理者を選択する] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	NT ユーザー (ドメイン\ユーザー)
	<local machine or domain>\<username> の形式で初期サイト管理者 (MCMS 管理者) アカウント名を入力します。このアカウントは、追加ユーザーに権限を割り当てるまでの間、Site Manager にアクセスできる唯一のアカウントになります。

	パスワード
	MCMS 初期管理者アカウント用に作成したパスワードを入力します。


89. [次へ] をクリックします。 

[変更結果を適用しています] ページが開き、データベースのデータが保存されます。次に、[MCMS Site Stager のアクセス構成] ページが開きます。
90. [MCMS Site Stager のアクセス構成] ページで、次のいずれかの処理を実行します。
· Site Stager をローカル コンピュータにインストールしており、外部クライアントから Site Stager にアクセスしたくない場合、または、Site Stager をインストールしていない場合、[[はい]: ローカル サーバー コンピュータへのアクセスを制限します] をクリックします。
· Site Stager を別の コンピュータにインストールしている場合、または、外部クライアントから Site Stager に接続したい場合、[[はい]: ローカル サーバー コンピュータへのアクセスを制限します] を選択しないでください。
91. [次へ] をクリックします。
注   SQL Server エージェントがアクティブでない場合、"<コンピュータ名> (例: SQLMCMS) 上で SQL Server エージェントを起動する必要があります。バックグラウンド処理を実行できるようにするため、MCMS は、SQL エージェントを使用するように構成されます。 SQL Server エージェントを今すぐ起動しますか?" というメッセージが表示されます。SQL Server エージェントを起動します。
92. [Database Configuration Application] ダイアログ ボックスで、[はい] をクリックします。
93. 完了ページが表示されます。必要に応じて Server Configuration Application (SCA) を起動する場合は、[SCA を今すぐ起動する] チェック ボックスをオンにして、[完了] をクリックします。
これで、1 台のコンピュータへの MCMS のインストールが完了しました。「ステップ 6: サーバーの構成」の手順に従って MCMS Content Server を構成することができます。 

注   構成処理中に問題が生じた場合は、「Windows インストーラ ログの有効化」で作成したログ ファイルの内容を確認してください。
ステップ 6: サーバーの構成
MCMS サーバーを構成して、MCMS Web権限グループに Windows ユーザー アカウントを割り当てる必要があります。MCMS 権限グループには、MCMS アプリケーションおよび MCMS サイトへのユーザーのアクセスを制御します。MCMS サーバーを構成するには、MCMS Server Configuration Application (SCA) を使用します。SCA は、個々のサーバーまたは複数のサーバーの構成に使用されるユーティリティです。新規インストール後、ユーザーは必要に応じてサーバーを構成できます。1 台のサーバーだけを構成することも、すべてのサーバーを構成することもできます。実行可能な構成処理の例としては、MCMS 2002 (SP1a) システム アカウントを変更する、サポート対象の Windows NT ドメインを追加/削除する、ネットワーク トポロジの変化や拡張に合わせて Active Directory グループを追加/削除する、などがあります。
権限グループにユーザーを追加する方法については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「Server Configuration Application を使用する」を参照してください。 

注   MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) から MCMS 2002 (SP1a) にアップグレードし、アップグレード実行前に構成設定情報をカスタマイズしていた場合、そのカスタマイズ内容を再度適用しなければならないことがあります。 

ステップ 7: web.config ファイルの更新
MCMS 2002 (SP1a) をインストールした後、MCMS\sitedeployment\web.config ファイルを更新してタイムアウト設定情報と最大アップロード サイズ設定情報を指定することができます。 

注   Upg-Setup-1 ファイル をカスタマイズした場合、web.config ファイルを更新する前に Upg-Setup-1 ファイルをバックアップしておくことをお勧めします。
web.config ファイル更新の詳細については、マイクロソフト サポート技術情報の記事「Troubleshoot Site Deployment Issues in Microsoft Content Management Server 2002」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20206) を参照してください。
タイムアウト設定情報を更新するには
94. MCMS サーバー上で、<MCMS_ROOT>\Server\Mcms\Sitedeployment フォルダにある web.config ファイルを開きます。 

95. <httpRuntime> タグで、executionTimeout を 43200 に設定します (つまり、このアプリケーションに対するタイムアウト値を 12 時間に設定)。
Site Manager またはクライアント側 API を使用して、サイズの大きい .sdo ファイルをインポートする予定がある場合、MCMS サーバーの maxRequestLength 設定を構成します。 

最大アップロード サイズを更新するには
96. MCMS サーバー上で、<MCMS_ROOT>\Server\Mcms\Sitedeployment フォルダにある web.config ファイルを開きます。 

<httpRuntime> タグで、maxRequestLength を、.sdo ファイルのサイズ (単位: KB) より大きい 1,024 の倍数のうち最も小さい数値に設定します (1,024KB = 1MB、102,400KB = 100MB)。
たとえば、.sdo のサイズが 3MB の場合、設定値は 4096 になります。なぜなら、4,096KB は 3MB より大きく、また 4,096 = 4 x 1,024 であるからです。
複数のコンピュータによる運用環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール
標準的な作業環境を作成する場合、複数のコンピュータで構成された運用環境に MCMS 2002 (SP1a) をインストールする必要があります。
複数の開発者が作業を行う環境を設定する方法については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「複数の開発者環境を設定する」を参照してください。
この項で説明する項目は次のとおりです。
· 複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア
· 複数のコンピュータによる運用環境での MCMS の構成
複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア
ここでは、MCMS 2002 (SP1a) を運用環境の複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェアについて説明します。ここでは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアだけを取り上げます。その他の要件については、各製品に付属するマニュアルを参照してください。必要なソフトウェアをインストールする前に、使用しているオペレーティング システムのマニュアルを読み、使用しているプラットフォームのセキュリティを確保する方法について理解しておくことをお勧めします。
この項では、次の MCMS 2002 (SP1a) コンポーネントをそれぞれ別のサーバーにインストールするものとします。
· Content Server

· Site Manager

· Site Stager

1 台のコンピュータによる開発環境に必要なソフトウェアをインストールする方法については、「1 台のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
重要   Microsoft Professional Support Services では、このマニュアルで説明するハードウェア要件とソフトウェア要件を満たしているプラットフォームのみをサポートしています。
次の表に、MCMS 2002 (SP1a) のコンポーネントをインストールする前にインストールしておく必要のあるソフトウェアの一覧を示します。
	コンポーネント
	必要なソフトウェア

	Content Server
	· Microsoft Windows® 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降)、Windows XP、または Windows Server™ 2003

· Microsoft Internet Explorer 6.0

· Microsoft SQL Server™ 2000 (任意のエディション) (最新の Service Pack (SP) (現在は SP3a))

· Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨)

· IIS Lockdown Tool (推奨)

· (開発環境の場合) Microsoft Visual Studio® .NET 2002 または Visual Studio .NET 2003

· (運用環境の場合) Microsoft .NET Framework 1.0 (Service Pack 2) または .NET Framework 1.1

· Windows Script 5.6 (Windows 2000 および Windows XP の場合)

· Internet Explorer WebControls v.1.0

	Site Manager
	· Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降)、または Windows XP Professional (Service Pack 1 以降)

· Internet Explorer 5.0 以降
· Microsoft .NET Framework 1.0 (Service Pack 2)

· Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 または Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1

	Site Stager
	· Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server (Service Pack 4 以降)、または Windows XP Professional (Service Pack 1 以降)

· Microsoft .NET Framework 1.0 (Service Pack 2) または .NET Framework 1.1

· Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 または Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1


この項で説明する項目は次のとおりです。
· オペレーティング システム
· Internet Explorer 6.0

· SQL Server 2000 (任意のエディション)

· SQL Server 2000 SP3

· Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨)

· IIS Lockdown Tool (推奨)

· .NET Framework 1.0 または .NET Framework 1.1

· .NET Framework 1.0 (SP2)

· Windows Script 5.6

Visual J# .NET Redistributable Package

· Internet Explorer WebControls v.1.0

オペレーティング システム
MCMS 2002 (SP1a) をインストールできる Microsoft Windows® のバージョンは次のとおりです。
· Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server

· Windows XP

· Windows Server™ 2003

Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server

Windows 2000 Server または Windows 2000 Advanced Server をインストールする場合、次の要件を満たしてください。
· コンピュータ名には、英数字のみを使用します。
· 環境の安全性を高める場合は、[Windows 2000 コンポーネント] ページで [Internet Information Services (IIS)] のチェック ボックスをオフにすることをお勧めします。
· [ネットワークの設定] ページで [標準設定] をクリックします。
Microsoft Windows® 2000 Server 上で開発環境を実行するには、Microsoft Windows 2000 Server Pack 4 (SP4) 以降をインストールする必要があります。 

注   最新のサービス パックとホットフィックスを常に確認することをお勧めします。 
Windows 2000 Service Pack 4 をインストールするには
e. Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20082 にアクセスします。
f. Windows 2000 Service Pack 4 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
既定では、Microsoft® Windows 2000 Server™ のインストール時に Internet Information Services (IIS) 5.0 はインストールされません。MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、次の IIS 5.0 コンポーネントがインストールされ有効になっていることを確認する必要があります。これらのコンポーネントは Windows 2000 Server に付属しています。
共通コンポーネント
インターネット インフォメーション サービス スナップイン
WWW (World Wide Web) サーバー
Windows 2000 Service Pack のインストールが完了したら、IIS を有効にします。
IIS を有効にするには
97. [スタート] をクリックし、[設定] をポイントします。次に [コントロール パネル] をクリックし、[アプリケーションの追加と削除] をダブルクリックします。
98. [アプリケーションの追加と削除] ウィンドウで [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックし、[インターネット インフォメーション サービス (IIS)] をクリックして [詳細] をクリックします。次のコンポーネントの横にあるチェック ボックスがオンになっていることを確認します。
· 共通コンポーネント
· インターネット インフォメーション サービス スナップイン
· WWW (World Wide Web) サーバー
注   これらのコンポーネントは、MCMS をインストールするために最小限必要なものです。このマニュアルで説明するその他の必要なソフトウェアを実行するためには、さらに他のコンポーネントが必要になる可能性もあります。
Windows XP

Windows XP をインストールする場合は、次の要件を満たしてください。
· Windows XP Service Pack 1 (SP1) 以降をインストールします。 

· 使用する SQL Server 2000 のエディションが Windows XP でサポートされていることを確認します。SQL Server のシステム要件については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16489 を参照してください。
Windows Server 2003

Windows Server 2003 をインストールする場合は、次の推奨事項に留意してください。
注   MCMS 2002 (SP1a) は、Windows Server 2003 Web Edition/Data Center Edition 上では使用できません。
既定では、Windows Server 2003 のインストール時に Internet Information Services (IIS) 6.0 はインストールされません。MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、次の IIS 6.0 コンポーネントがインストールされていることを確認する必要があります。これらのコンポーネントは Windows Server 2003 に付属しています。
· IIS 6.0

· ASP.NET

· ASP

· サーバー側インクルード
重要   必要な IIS 6.0 コンポーネントをインストールするには、[アプリケーションの追加と削除] を使用してください。IIS Web Server Extensions を使用してこれらのコンポーネントを構成する場合、[アプリケーションの追加と削除] を使用してコンポーネントを一度削除し、再度追加する必要があります。
サーバー側インクルードをインストールするには
99. [スタート] をクリックし、[設定] をポイントします。次に [コントロール パネル] をクリックし、[アプリケーションの追加と削除] をダブルクリックします。
100. [Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックして、[アプリケーション サーバー] をクリックします。次に、[詳細] をクリックします。
101. [アプリケーション サーバー] ダイアログ ボックスで [インターネット インフォメーション サービス] を選択し、[詳細] をクリックします。
[インターネット インフォメーション サービス (IIS)] ダイアログ ボックスで [WWW (World Wide Web) サービス] を選択して、[詳細] をクリックします。
102. [WWW (World Wide Web) サービス] ダイアログ ボックスで、[サーバー側インクルード] を選択して、[OK] をクリックします。
103. [Windows コンポーネント ウィザード] ダイアログ ボックスで、[次へ] をクリックして、[完了] をクリックします。これでサーバー側インクルードが再インストールされます。
注   Windows Server 2003 をインストールすると、.NET Framework 1.1 もコンピュータにインストールされます。Windows Server 2003 システム上では、.NET Framework 1.1 を使用する必要があります。同じコンピュータ上に Visual Studio .NET 2002 をインストールしている場合は、.NET Framework 1.1 と .NET Framework 1.0 の両方がコンピュータにインストールされます。.NET Framework 1.0 は、Windows Server 2003 システムに悪影響を及ぼすことはありません。ただし Windows Server 2003 上では、MCMS 2002 (SP1a) は .NET Framework 1.1 とだけ連係動作します。 

重要   使用しているコンピュータを Windows Server 2003 にアップグレードする予定がある場合、MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前にオペレーティング システムをアップグレードすることをお勧めします。MCMS 2002 (SP1a) のインストール後にオペレーティング システムをアップグレードする場合は、何か所か修正する必要があります。MCMS 2002 (SP1a) と連係動作するように Windows Server 2003 を修正する方法については、「Windows Server 2003 へのオペレーティング システムのアップグレード」を参照してください。
Internet Explorer 6.0

Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12037 にアクセスします。Internet Explorer 6.0 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
SQL Server 2000 (任意のエディション)

SQL Server 2000 (任意のエディション) (最新の Service Pack (SP) (現在は SP3a))

SQL Server の次のコンポーネントをインストールします。
· 管理ツール
· クライアント接続
注   MCMS 2002 (SP1a) は、SQL Server 7.0 上では使用できません。
SQL Server をインストールする場合は、次の点に留意してください。
· Microsoft Content Management Server (MCMS) の評価版をインストールする場合、SQL Server 2000 も評価版を使用できます。 

Windows XP を使用する場合は、必ずそのプラットフォーム上で動作する SQL Server 2000 のエディションを使用してください。SQL Server 2000 のシステム要件については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16489 を参照してください。
· 所属組織内の LAN または WAN 上の別の場所で SQL Server を実行している場合、MCMS 2002 をインストールするコンピュータに、SQL Server 2000 のサーバー コンポーネントをインストールする必要はありません。
· [インストールの選択] ページで [SQL Server の新規インスタンスの作成またはクライアント ツールのインストール] をクリックします。
· 別の SQL Server コンピュータに接続している場合、[インストールの定義] ページで [クライアント ツールのみ] をクリックします。 

· [コンポーネントの選択] ページで [管理ツール] と [クライアント接続] をクリックします。
· SQL Server をインストールした後、最新の Service Pack (現在は SP3a) をインストールする必要があります。
SQL Server 2000 SP3a

次の処理を実行し、SQL Server 2000 Service Pack 3a をインストールします。
Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=13955 にアクセスします。SQL Server 2000 SP3a をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (推奨)

次のセキュリティ テンプレートは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアではありませんが、セキュリティ上の理由により、必要なソフトウェアと共にインストールすることをお勧めします。
Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (hisecws) をインストールするには
重要   Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレート (hisecws) は、Microsoft Visual Studio .NET に付属している Microsoft .NET Framework をインストールする前に、インストールする必要があります。.NET Framework のインストール後にこのテンプレートを適用した場合、ASPNET_WP ユーザー権限 (例: temp フォルダへのアクセス) が削除されます。
104. Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9558 にアクセスします。 

指示に従って、Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレートをインストールします。
注   Windows NT® ドメイン コントローラの構成、および Windows 高度なセキュリティで保護されたテンプレートのインストールに関して、認証の問題がいくつかあります。詳細については、マイクロソフト サポート技術情報の次の記事を参照してください。
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9872
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9873
IIS Lockdown Tool (推奨)

次のセキュリティ テンプレートは、MCMS のインストールに必要なソフトウェアではありませんが、セキュリティ上の理由により、必要なソフトウェアと共にインストールすることをお勧めします。サイトのセキュリティを強化するには、Internet Information Services (IIS) Lockdown Tool を使用します。このツールの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=9864 を参照してください。このツールの一部のバージョンには、MCMS 2002 用の処理が含まれていません。したがって、MCMS CD-ROM に収録されている、MCMS 用にカスタマイズされたバージョンをインストールする必要があります。
IIS Lockdown Tool の MCMS 用にカスタマイズされたバージョンをインストールするには
注   この手順に従って、iislockd.exe ファイルを抽出する必要があります。ファイルを抽出する前に実行可能ファイルを実行しないでください。
105. ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12340 にアクセスします。
106. ファイル iislockd.exe をダウンロードし、[保存] をクリックしてハード ディスクに保存します。
107. ファイルの抽出先フォルダを新規に作成します。
108. [スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] をクリックします。
[ファイル名を指定して実行] ボックスに「<path>\iislockd.exe /q /c」(<path> は Iislockd.exe ファイルの格納場所への絶対パス) と入力し、[OK] をクリックします。
109. iislockd.exe ウィンドウで、ステップ 3 で作成したフォルダの場所を選択するか直接入力し、[OK] をクリックします。URLScan ファイルと Lockdown Template ファイルがこのフォルダに抽出されます。
110. MCMS の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。
111. Support フォルダをダブルクリックし、次に Iislockdown をダブルクリックします。 

112. iislockd.ini と urlscan_cms.ini を、ステップ 6 で抽出したファイルが格納されているフォルダにコピーします。
113. [ファイルの上書きの確認] ウィンドウで、[はい] をクリックします。
114. 抽出したファイルが格納されているフォルダで、iislockd.exe ファイルをダブルクリックします。
115. [サーバーテンプレートを選択] ウィンドウで、[Content Management Server] テンプレートを選択します (選択可能なテンプレートはこれだけです)。
IIS Lockdown ウィザードの指示に従って作業を進めます。
.NET Framework 1.0 または .NET Framework 1.1

注   コンピュータにインストールされている .NET Framework のバージョンによって、後でインストールする Visual J# .NET Redistributable Package のバージョンが決まります。インストールする Visual J# .NET Redistributable Package のバージョンについては、「Visual J# .NET Redistributable Package」を参照してください。
Web ブラウザで、次のいずれかのページにアクセスします。
· Microsoft .NET Framework Version 1.0。.NET Framework Redistributable 1.0 をダウンロードするには、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14505 にアクセスします。 

· Microsoft .NET Framework Version 1.1。.NET Framework 1.1 をダウンロードするには、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16282 にアクセスします。 

画面に表示されるインストール指示に従います。
.NET Framework 1.0 (SP2)

注   .NET Framework 1.0 をインストールした場合は、Service Pack 2 (SP2) をインストールする必要があります。.NET Framework 1.1 をインストールした場合は、.NET Framework 1.0 SP2 をインストールする必要はありません。
Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20139 にアクセスします。.NET Framework 1.0 SP2 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Windows Script 5.6

Windows Script 5.6 は、Windows 2000 および Windows XP の場合に必要となります。Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20335 にアクセスします。Windows Script 5.6 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
Visual J# .NET Redistributable Package

コンピュータにインストールされている .NET Framework の最新バージョンに合わせて、適切なバージョンの Visual J# .NET Redistributable Package をインストールする必要があります。
.NET Framework 1.1 がインストールされている場合、Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 を http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=16283 からダウンロードしてインストールします。 

.NET Framework 1.0 がインストールされている場合、Visual J# .NET Redistributable Package 1.0 を http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=14506 からダウンロードしてインストールします。
· .NET Framework 1.1 と .NET Framework 1.0 の両方がインストールされている場合、Visual J# .NET Redistributable Package 1.1 をインストールします。
Internet Explorer WebControls v.1.0

次の処理を実行し、Internet Explorer WebControls v.1.0 をインストールします。
Web ブラウザで http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=20542 にアクセスします。Internet Explorer 6.0 WebControls v.1.0 をダウンロードし、画面に表示されるインストール指示に従います。
複数のコンピュータによる運用環境での MCMS 2002 (SP1a) の構成
運用環境またはテスト環境の複数のコンピュータに MCMS 2002 (SP1a) をインストールします。インストール手順は、指定された順序で行う必要があります。MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、次の要件を確認してください。
· Microsoft Windows 2000 のログオンに使用するアカウントがインストール対象のコンピュータの Administrators グループのメンバであること。
使用可能な IIS サイトが 2 つ以上あること。1 つは MCMS 2002 (SP1a) 用で、その他は Server Configuration Application (SCA) 用です。
· MCMS 2002 (SP1a) をインストールする前に、Microsoft SQL Server 2000 とその他のアプリケーションをインストールする必要があります。必要なソフトウェアとインストール順序の詳細な一覧については、前述の表を参照してください。
権限グループの作成とユーザー アクセスの管理など、サイトの管理については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「サイト構造とワークフローを管理する」を参照してください。
この項で説明する項目は次のとおりです。
· Windows インストーラ ログの有効化
· ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成
· ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与
· ステップ 3: Web サイトの作成
· ステップ 4: Content Server のインストール
· ステップ 5: 複数のコンピュータ セットアップでの MCMS データベースの構成
· ステップ 6: サーバーの構成
ステップ 7: Site Manager のインストール
Windows インストーラ ログの有効化
MCMS インストール処理を開始する前に、Windows インストーラ ログを有効にすることをお勧めします。Windows インストーラによって作成されるログ ファイルは、インストール時の問題をユーザーが特定する際に役立ちます。また、インストール処理で発生した問題に対して Product Support Services がサポートを行う場合にも参考となります。
MCMS の構成ステップの完了後に、一時フォルダに作成されたログ ファイルの内容を確認できます。確認するには、まず、コマンド プロンプトで「CD %TEMP%」と入力するか、[スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] をクリックし、[名前] ボックスに「%temp%」と入力して [OK] をクリックします。インストール ログ ファイルの名前は、MSIc57af.LOG のような形式です。最後に生成されたインストール ログ ファイルを検索して開き、ファイルの内容を確認します。
使用しているコンピュータで Windows インストーラを実行したことがない場合は、Windows インストーラ ログを有効にするキーを設定する必要があります。この操作を行うには、ローカル管理者の権限が必要です。
Windows インストーラ ログを有効にするキーを設定するには
116. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
117. [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに、「regedit」と入力して[OK] をクリックします。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\Installer に移動します。
118. [Installer] を右クリックし、[新規] をクリックして [文字列] をクリックします。
119. [レジストリ エディタ] ウィンドウの [名前] 列に、「Logging」と入力して Enter キーを押します。
Logging という新しい値が作成されます。
120. [ログの記録] を右クリックし、[変更] をクリックします。
121. [文字列の編集] ダイアログ ボックスの [値のデータ] ボックスに、「voicewarmup」と入力して [OK] をクリックします。
122. [レジストリ エディタ] ウィンドウを閉じます。
注   この結果、Windows インストーラを使用するすべてのアプリケーションに対して Windows インストーラ ログが有効になります。ハード ディスクの使用容量を最小限に抑えるため、コンポーネントのインストールが終了したらログを無効にすることをお勧めします。
ログを無効にするには、上記の手順で作成した Logging という値を削除します。
ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成
ローカル コンピュータには、MCMS 初期管理者および MCMS システム アカウントという 2 つの有効な Windows NT アカウントが必要です。
MCMS 初期管理者用には既存の Windows NT ユーザー アカウントを使用してもかまいませんが、MCMS システム アカウントには新しいアカウントを作成することをお勧めします。
MCMS 初期管理者
MCMS 管理者は、MCMS 環境で公開の設定と管理を行います。MCMS 管理者には、あらゆる MCMS 2002 (SP1a) コンテナにおけるすべての権限 (ページの作成、編集、承認の権限など) が付与されます。この初期管理者は、データベースの作成時またはアップグレード時に Database Configuration Application (DCA) によって作成される、最初の管理者です。MCMS を構成する最初の段階では、この管理者が、MCMS Site Manager を介して Microsoft Content Management Server (MCMS) 2002 (SP1a) にログオンできる唯一のユーザーです。
· MCMS システム アカウント
MCMS システム アカウントは、Microsoft Active Directory® や SQL Server 2000 のリソースにアクセスする場合に使用されます。このアカウントは、MCMS Content Server がリソースにアクセスするときにすべての MCMS ユーザーに代わってエージェントとして機能します。このシステム アカウントには、MCMS の組織単位、ドメイン、コンテナ、グループ、ユーザーなどのすべてのリソースに対するアクセス許可が必要です。
システム アカウントを設定するときには、次の点に注意してください。
Active Directory を使用中の場合、システム アカウントには Active Directory ツリーを参照できるアクセス許可が必要になります。これは、MCMS サイト管理者が、権限グループの作成または修正時に、Site Manager でドメイン別にユーザーを表示できるようにするためです。
· Windows 認証 (推奨) を使用するように SQL Server データベースを構成した場合、システム アカウントには、MCMS で使用される Microsoft SQL Server データベースに対する特定のアクセス許可が必要です。SQL Server 認証を使用する場合は、MCMS で使用される SQL Server ログイン構成にのみデータベースに対するアクセス許可が必要です。また、この構成がすべての MCMS データベース トランザクションに使用されます。アクセス許可の設定方法の詳細については、「ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与」を参照してください。
· Microsoft Internet Information Services (IIS) の匿名アカウントをシステム アカウントとして設定しないでください。設定した場合、MCMS データベースへの匿名アクセスを許可することになります。
注   ASP.NET、ドメイン コントローラ、およびローカル アカウントに関して既知の問題があります。ドメイン コントローラ上では、ユーザー アカウントはすべてドメイン アカウントであり、ローカル コンピュータ アカウントではありません。したがって、localmachinename¥ASPNET という名前のローカル アカウントが見つからないため、ASP.NET は起動に失敗します。ドメイン コントローラ上で有効なユーザー アカウントを設定するには、Machine.config ファイルの <processModel> セクションでそのユーザー アカウントを明示的に指定するか、システム アカウントを使用する必要があります。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12910 のマイクロソフト サポート技術情報の記事 Q315158 を参照してください。
MCMS システム アカウントを作成するには
123. Windows NT ドメイン コントローラ コンピュータで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に [管理ツール] をポイントし、[コンピュータの管理] をクリックします。
124. [コンピュータの管理] ウィンドウで [ローカル ユーザーとグループ] を展開して [ユーザー] を右クリックし、[新しいユーザー] をクリックします。
125. [新しいユーザー] ダイアログ ボックスで、次のように設定します。
	項目
	操作

	パスワード
	パスワードを入力します。

	ユーザー名
	システム アカウントの名前を入力します。ローカル アカウントを指定してもかまいません。また、ドメイン アカウントでなくてもかまいません。 


126. [作成] をクリックし、[閉じる] をクリックします。
127. MCMS 初期管理者の新しいアカウントを作成する場合は、ステップ 2 ～ 4 を繰り返します。
128. [コンピュータの管理] ウィンドウを閉じます。
MCMS 初期管理者用のアカウントを追加するには、上記の手順を繰り返します。
必要な Windows ユーザー アカウントを作成したら、「ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与」に進みます。
ステップ 2: MCMS データベースの作成と権限の付与
必要なソフトウェアをインストールした後、MCMS 2002 (SP1a) をインストールする際の最初のステップでは、Microsoft SQL Server データベースを作成し、それに権限を付与します。このデータベースは、MCMS でのコンテンツ格納に使用されるコンテンツ リポジトリです。インストール処理中に適切なデータベース スキーマが作成され、必要なデータがデータベースに格納されます。
MCMS Content Server では、データベースのデータの読み込みおよび書き込みを行うために、MCMS システム アカウントの資格情報が使用されます。
注   [db_ddladmin] は、サイト展開でインポート機能を使用している場合にのみ必要です。
データベースを作成するには
129. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft SQL Server] をポイントし、[Enterprise Manager] をクリックします。
130. [コンソール ルート] ウィンドウで [コンソール ルート] を展開し、データベース フォルダに移動します。
131. データベース フォルダを右クリックし、[新規データベース] をクリックします。
132. [新規データベース] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに、次の規則に従ってデータベース名を入力します。
· データベース名に数字だけを使用することはできません。
· データベース名には、文字と数字の組み合わせ、およびアンダースコア (_) 文字を使用できます。 

データベース名に Transact-SQL 予約語は使用しないでください。SQL Server では、予約語は大文字と小文字の両方で予約されています。
133. [OK] をクリックします。
134. [SQL Server Enterprise Manager] ウィンドウで [コンソール] をクリックし、次のいずれかの処理を実行します。
· [終了] をクリックして SQL Server Enterprise Manager を終了します。
または
· 次の手順のステップ 2 に進み、MCMS システム アカウントに対してデータベースへのアクセス権限を付与します。
MCMS システム アカウントに対してデータベースへのアクセス権限を付与するには
135. MCMS Server コンピュータで、[スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft SQL Server] をポイントし、[Enterprise Manager] をクリックします。
136. [SQL Server Enterprise Manager] で、[Microsoft SQL Server] ノードを展開し、開発フェーズで作成した MCMS データベースが格納されているサーバーに移動します。
137. [セキュリティ] ノードを展開し、[ログイン] をクリックします。
138. [新規ログイン] ダイアログ ボックスの [名前] で [参照] をクリックし、「ステップ 1: Windows NT ユーザー アカウントの作成」で作成したシステム アカウント ユーザーを探します。
139. [ドメインまたはコンピュータ] で、システム アカウント ユーザーを作成したドメインを選択します。
140. [名前] で、システム アカウント ユーザーをクリックして [追加] をクリックします。次に、[OK] をクリックします。
141. [新規ログイン] ダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。
142. [ログイン] ペインで、データベースに対するアクセス権限を持つシステム アカウント ユーザーを選択し、そのユーザー アカウントを右クリックします。次に、[プロパティ] をクリックします。
143. [SQL Server ログインのプロパティ] ダイアログ ボックスの [データベース アクセス] タブにある [権限] ペインで、作成した MCMS データベースのチェック ボックスをオンにします。
[データベース ロール内の権限] にロールの一覧が表示されます。
144. [データベース ロール内の権限] で、[db_datareader]、[db_datawriter]、および [db_ddladmin] をクリックし、[OK] をクリックします。
145. [コンソール] をクリックして [終了] をクリックし、SQL Server Enterprise Manager を終了します。
これで、コンテンツ リポジトリとして MCMS によって使用されるデータベースを作成し、そのデータベースへの権限を MCMS システム アカウントに許可することができました。「ステップ 3: Web サイトの作成」に進みます。
ステップ 3: Web サイトの作成
MCMS の Web サイトは 2 つ必要です。1 つ目のサイトは MCMS 用で、2 つ目は MCMS Server Configuration Application (SCA) に対するエントリ ポイントとして機能します。
Internet Information Services (IIS) を共通コンポーネント、インターネット インフォメーション サービス スナップイン、および WWW (World Wide Web) サーバー コンポーネントと共にインストールすると、既定の Web サイトが作成されます。既定の Web サイトを削除する場合や、別の Web サイトで MCMS を実行する場合は、そのサイトを作成してから MCMS をインストールする必要があります。SCA に対するエントリ ポイントとして、独立した Web サイトを作成しておくことをお勧めします。
注   Internet Information Services を使用して Web サイトを作成する方法の詳細については、使用しているオペレーティング システムのマニュアルを参照してください。
新しい Web サイトを作成するには
146. デスクトップで [スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントして [コンピュータの管理] をクリックします。
147. [コンピュータの管理] で [サービスとアプリケーション] を展開し、[インターネット インフォメーション サービス] を右クリックします。次に、[新規作成] をポイントして [Web サイト] をクリックします。
148. Web サイトの作成ウィザードの開始ページで、[次へ] をクリックします。
149. [Web サイトの説明] ページで、[説明] ボックスに Web サイトの説明 (例: 「SCA に対するエントリ ポイント」) を入力します。
150. [IP アドレスとポートの設定] ページで、[この Web サイトが使用する TCP ポート] ボックスにポート番号を入力し、[次へ] をクリックします。IIS の既定の Web サイトまたは IIS 管理者 Web サイトで既に使用されているポートは選択しないでください。ポートの詳細については、Windows のヘルプを参照してください。
151. [Web サイト ホーム ディレクトリ] ページで、[参照] をクリックします。
152. [フォルダの参照] ダイアログ ボックスで、ホーム ディレクトリにするパス (例: [ローカル ディスク (C:)]) を選択し、[OK] をクリックします。
注   このサイトが SCA に対するエントリ ポイントである場合は、[この Web サイトへの匿名アクセスを許可する] の選択を解除します。
153. [Web サイト ホーム ディレクトリ] ページで、[次へ] をクリックします。
154. [Web サイトのアクセス許可] ページで、既定値をそのまま使用するか、ホーム ディレクトリに対して設定する他のアクセス許可を選択し、[次へ] をクリックします。アクセス許可の詳細については、Windows のマニュアルを参照してください。
155. 完了ページで、[完了] をクリックします。
これで、MCMS の Web サイトを作成できました。「ステップ 4: Content Server のインストール」に進みます。
ステップ 4: Content Server のインストール
パブリック Web サーバーおよびオーサリング Web サーバーに、Microsoft Content Management Server (MCMS) Content Server をインストールします。Content Server は MCMS の処理エンジンです。Content Server は、ページ要求を受信し、それに対応する Web ページをコンテンツ リポジトリ (データベース) およびファイル システムに含まれるコンポーネントから動的に組み立てます。
MCMS Web Author を使用してコンテンツを提供する場合、Microsoft Internet Explorer Version 5.5 以降をサポートするのに必要なハードウェアおよびソフトウェアだけで済みます。
Content Server に必要なソフトウェアについては、「複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
Content Server をインストールするには
156. Microsoft Content Management Server 2002 (SP1a) の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入するか、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 から MCMS 2002 (SP1a) アップグレードをダウンロードして、setup.exe をダブルクリックします。
157. [Microsoft Content Management Server 2002] 起動画面で、[コンポーネントをインストールする] をクリックします。
158. [ユーザー情報] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名
	Administrator アカウントのユーザー名を入力します。

	組織
	会社の名前を入力します。


159. [次へ] をクリックします。
160. [使用許諾契約書] ページの使用許諾契約書を確認し、[承諾] をクリックします。
161. [インストール オプション] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	カスタム
	MCMS 2002 (SP1a) のカスタム インストール処理を実行する場合に、このラジオ ボタンをクリックします。

	参照
	インストール先ディレクトリを変更する場合にクリックします。新しいディレクトリを参照して、[OK] をクリックします。


162. [次へ] をクリックします。
163. [カスタム インストール] ページで、CMS サーバー以外のすべての選択を解除して、[次へ] をクリックします。
注   MCMS Content Server で必要なソフトウェア アプリケーションがコンピュータにインストールされていない場合は、[CMS サーバー] チェック ボックスをオンにすることはできません。必要なソフトウェアを表示するには、[CMS サーバー] をクリックします。必要なソフトウェアは、[説明] 列に表示されます。必要なソフトウェアをメモし、インストールを中止します。必要なソフトウェアすべてをコンピュータにインストールしてから、再度 MCMS Content Server をインストールします。
注   [ディスク領域の割り当て] で、使用可能なディスク容量が十分にあることを確認してください。
164. [概要] ページで、インストールの概要を確認して [インストール] をクリックします。
[インストールの進行状況] ページに、インストールの進行状況が表示されます。インストール処理が完了すると、[インストールの完了] ページが表示されます。
165. [インストールの完了] ページで [MCMS Database Configuration Application の起動] チェック ボックスをオンにし、インストール完了後に Database Configuration Application (DCA) が自動起動されるようにします。次に、[完了] をクリックします。
DCA が開きます。「ステップ 5: 複数のコンピュータ セットアップでの MCMS データベースの構成」に進みます。
これで、MCMS Content Server のインストールが完了しました。インストールログ ファイルは、既定の格納場所である <InstallDrive>:\Documents and Settings\<account>\Local Settings\Temp に保存されます。
ステップ 5: 複数のコンピュータ セットアップでの MCMS データベースの構成
ここでは、データベースの選択とデータの格納、Microsoft Content Management Server (MCMS) システム アカウントおよび初期サイト管理者アカウントの選択、および MCMS の仮想 Web サイトの指定を行います。
データベース構成アプリケーション (DCA) を実行するユーザーは、対象のデータベースのデータベース所有者 (DBO) 特権を持つ必要があります。
注   DCA の実行中に [キャンセル] オプションを選択した場合は、Internet Information Services (IIS) サービスが再開されます。FTP (ファイル転送プロトコル) サービスを手動で再開し、DCA を再実行して構成を完了する必要があります。
FTP サービスを手動で再開するには
g. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
h. [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスの [名前] ボックスに「inetmgr」と入力し、[OK] をクリックして IIS マネージャを起動します。
i. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウで、ローカル コンピュータの名前のノードを展開し、再開されなかった FTP サービスを右クリックして [開始] をクリックします。
j. FTP サービスが再開します。
k. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウを閉じます。
MCMS データベースを構成するには
166. Database Configuration Application の起動画面で、[次へ] をクリックします。
注   インストール完了後に Database Configuration Application (DCA) を自動的に起動するオプションを選択しなかったにもかかわらず、DCA が自動的に起動する場合は、[スタート] をクリックして、[プログラム] をポイントし、[Microsoft Content Management Server] の [Database Configuration Application] をクリックしてください。
167. [MCMS Content Server の ASP 互換モードの選択] ページで、適切なオプションを選択して [次へ] をクリックします。
	項目
	操作

	ASP.NET モード (新しいサイトに推奨)
	この MCMS サーバーでホストされるすべての読み取り専用サイトにおいて、ASP.NET ベースのコンテンツだけを使用できます。ただし、ASP ベースのコンテンツは、任意の読み取り/書き込み可能サイトを通じて引き続きアクセスできます。

	混合モード
	MCMS は、MCMS Content Server によってホストされている読み取り専用サイトと読み取り/書き込み可能サイトの両方をホストし、ASP ベースのコンテンツを使用することができます。このオプションを選択すると、MCMS 2001 サイトとの互換性を確保できます。


168. 仮想サイトを選択するページで、MCMS に対するプライマリ Web エントリ ポイントになる Web サイトを次のように選択します。
	設定
	操作

	読み取り専用サイト
	選択した MCMS サイトで MCMS ページを提供できるようにします。このサイトを介してコンテンツを変更することはできません。

	読み取り/書き込み可能サイト
	開発、作成、管理、および配置を含むすべての MCMS の用途で、選択した MCMS サイトを使用できるようにします。


169. [次へ] をクリックします。
170. [SCA の Web エントリ ポイント] ページの表で、MCMS に対する Web エントリ ポイントになる Web サイトを選択し、[次へ] をクリックします。[警告] ダイアログ ボックスが表示された場合は、セキュリティで保護されていない SCA 用 Web サイト、または MCMS もインストールされている Web サイトを選択したことを意味します。先に進む場合は [はい] をクリックします。それ以外の場合は [いいえ] をクリックし、 SCA 用 Web サイトの選択設定を変更します。
171. [MCMS システム アカウント] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名

	<local machine or domain>\<username> の形式で MCMS システム アカウント ユーザー名を入力します。MCMS システム アカウントは、データベースのデータの読み込みおよび書き込みに使用されます。

	パスワード
	MCMS システム アカウント用に作成したパスワードを入力します。


172. [次へ] をクリックします。
173. [サービスを終了しますか] ダイアログ ボックスで、[はい] をクリックして IIS を停止します。
IIS の停止を確認するメッセージが表示されます。
174. [MCMS データベースを選択してください] ページで、[データベースの選択] をクリックします。
175. [SQL Server ログイン] ダイアログ ボックスの [サーバー] ボックスにサーバー名を入力するか、ボックスの一覧からサーバー名を選択して、[オプション] をクリックします。
176. [オプション] ダイアログ ボックスで、[データベース] ボックスのデータベースの一覧から開発フェーズで作成したデータベースを選択し、[OK] をクリックします。
177. [MCMS データベースを選択してください] ページで、[次へ] をクリックします。
178. [空のデータベース] ダイアログ ボックスで [はい] をクリックし、空のデータベースへのインストールを行います。
179. [データベースへのデータの格納] ページで [次へ] をクリックし、データベースにデータを格納します。
これにより、データベースを MCMS コンテンツ リポジトリにするために必要なデータ構造がインストールされます。
180. [MCMS 初期管理者を選択する] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名

	<local machine or domain>\<username> の形式で初期サイト管理者 (MCMS 管理者) アカウント名を入力します。このアカウントは、追加ユーザーに権限を割り当てるまでの間、Site Manager にアクセスできる唯一のアカウントになります。

	パスワード
	MCMS 初期管理者アカウント用に作成したパスワードを入力します。


181. [次へ] をクリックします。
データベースにデータが保存され、[MCMS Site Stager のアクセス構成] ページが表示されます。
182. [MCMS Site Stager のアクセス構成] ページで、次のいずれかの処理を実行します。
· [はい] を選択する: Site Stager をローカ コンピュータにインストールし、外部のクライアントから Site Stager にアクセスさせたくない場合、または Site Stager をインストールしていない場合に、ローカル サーバー コンピュータへのアクセスを制限します。
· [はい] を選択しない: Site Stager を別のコンピュータにインストールした場合、または外部のクライアントから Site Stager に接続させる場合に、ローカル サーバー コンピュータへのアクセスを制限します。
183. [次へ] をクリックします。
注   SQL Server エージェントがアクティブでない場合、"<コンピュータ名> (例: SQLMCMS) 上で SQL Server エージェントを起動する必要があります。バックグラウンド処理を実行できるようにするため、MCMS は、SQL エージェントを使用するように構成されます。 SQL Server エージェントを今すぐ起動しますか?" というメッセージが表示されます。SQL Server エージェントを起動します。
184. [Database Configuration Application] ダイアログ ボックスで、[はい] をクリックします。
185. 必要に応じて Server Configuration Application (SCA) を起動する場合は、[SCA を今すぐ起動する] チェック ボックスをオンにして [完了] をクリックします。
注   構成処理中に問題が生じた場合は、「Windows インストーラ ログの有効化」で作成したログ ファイルを参照できます。
これで、MCMS データベースを構成できました。「ステップ 7: Site Manager のインストール」に進みます。
ステップ 6: サーバーの構成
MCMS サーバーを構成して、MCMS Web 権限グループに Windows ユーザー アカウントを割り当てる必要があります。MCMS 権限グループは、MCMS アプリケーションおよび MCMS サイトへのユーザーのアクセスを制御します。MCMS サーバーを構成するには、MCMS Server Configuration Application (SCA) を使用します。SCA は、個々のサーバーまたは複数のサーバーの構成に使用されるユーティリティです。新規インストール後、ユーザーは必要に応じてサーバーを構成できます。1 台のサーバーだけを構成することも、すべてのサーバーを構成することもできます。実行可能な構成処理の例としては、MCMS 2002 (SP1a) システム アカウントを変更する、サポート対象の Windows NT ドメインを追加/削除する、ネットワーク トポロジの変化や拡張に合わせてActive Directory グループを追加/削除するなどがあります。
権限グループにユーザーを追加する方法については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプの「Server Configuration Application を使用する」を参照してください。
注   MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) から MCMS 2002 (SP1a) にアップグレードし、アップグレード実行前に構成設定情報をカスタマイズしていた場合、そのカスタマイズ内容を再度適用しなければならないことがあります。
ステップ 7: Site Manager のインストール
MCMS Site Manager は、サーバーまたはクライアント コンピュータにインストールできます。 Site Manager は、Windows 2000 Server/Advanced Server、または Windows XP Professional (Service Pack 1 以降) がインストールされている、分散ネットワーク内の複数のコンピュータにインストールできます。
Site Manager に必要なソフトウェアについては、「複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
Site Manager をインストールするには
186. Microsoft Content Management Server 2002 (SP1a) CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入するか、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 から MCMS 2002 (SP1a) アップグレードをダウンロードして、setup.exe をダブルクリックします。
187. [Microsoft Content Management Server 2002] 起動画面で、[コンポーネントをインストールする] をクリックします。
188. [ユーザー情報] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名
	Administrator アカウントのユーザー名を入力します。

	組織
	会社の名前を入力します。


189. [次へ] をクリックします。
190. [使用許諾契約書] ページの使用許諾契約書を確認し、[承諾] をクリックします。
191. [インストール オプション] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	カスタム
	MCMS 2002 (SP1a) のカスタム インストール処理を実行する場合に、このラジオ ボタンをクリックします。

	参照
	インストール先ディレクトリを変更する場合にクリックします。新しいディレクトリを参照して、[OK] をクリックします。


192. [次へ] をクリックします。
193. [カスタム インストール] ページで、Site Manager 以外のすべての選択を解除して、[次へ] をクリックします。
注   Site Manager アプリケーションで必要なソフトウェア アプリケーションがコンピュータにインストールされていない場合は、[Site Manager] チェック ボックスをオンにすることはできません。必要なソフトウェアを表示するには、[Site Manager] をクリックします。必要なソフトウェアは、[説明] 列に表示されます。必要なソフトウェアをメモし、インストールを中止します。必要なソフトウェアすべてをコンピュータにインストールしてから、再度 Site Manager をインストールします。
注   [ディスク領域の割り当て] で、使用可能なディスク容量が十分にあることを確認してください。
194. [概要] ページで、インストールの概要を確認して [インストール] をクリックします。
[インストールの進行状況] ページに、インストールの進行状況が表示されます。インストール処理が完了すると、[インストールの完了] ページが表示されます。
195. [インストールの完了] ページで、[完了] をクリックします。
Site Manager がインストールされたことを確認します。インストール ログ ファイルは、既定の格納場所である <InstallDrive>:\Documents and Settings\<account>\Local Settings\Temp に保存されます。
Site Stager のインストール
重要   Site Stager は、ASP ベースのサイトで動作します。ASP.NET ベースのサイトでは動作しません。
MCMS Site Stager  は、データベースドリブンの動的な MCMS サイトをファイル ベース (.htm および .asp) の静的なサイトに変換するスタンドアロン アプリケーションです。変換元のコンピュータには、ステージングするサイトの一部が含まれます。変換先のコンピュータには、ステージングされたサイトが含まれます。
Site Stager は、変換先のコンピュータにインストールすることをお勧めします。Site Stager は、ステージングされるサイト部分を変換先コンピュータにプルします。
注   Site Stager を使用してしか MCMS サイトをステージングできません。
Site Stager に必要なソフトウェアについては、「複数のコンピュータにインストールする場合に必要なソフトウェア」を参照してください。
注   Site Stager サーバー用のハードウェアを決定する場合は、サイトをステージングするときにそのサイトに必要なディスク容量を検討する必要があります。
Site Stager をインストールするには
196. Microsoft Content Management Server 2002 (SP1a) CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入するか、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=8987 から MCMS 2002 (SP1a) アップグレードをダウンロードして、setup.exe をダブルクリックします。
197. [Microsoft Content Management Server 2002] 起動画面で、[コンポーネントをインストールする] をクリックします。
198. [ユーザー情報] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	ユーザー名
	Administrator アカウントのユーザー名を入力します。

	組織
	会社の名前を入力します。


199. [次へ] をクリックします。
200. [使用許諾契約書] ページの使用許諾契約書を確認し、[承諾] をクリックします。
[インストール オプション] ページで次のように設定します。
	項目
	操作

	カスタム
	MCMS 2002 (SP1a) のカスタム インストールを実行する場合に、このラジオ ボタンをクリックします。

	参照
	インストール先ディレクトリを変更する場合にクリックします。新しいディレクトリを参照して、[OK] をクリックします。


201. [次へ] をクリックします。 

202. [カスタム インストール] ページで、[Site Stager] 以外のすべての選択を解除して、[次へ] をクリックします。 

注   Site Stager で必要なソフトウェア アプリケーションがコンピュータにインストールされていない場合は、[Site Stager] チェック ボックスをオンにすることはできません。必要なソフトウェアを表示するには、[Site Stager] をクリックします。必要なソフトウェアは、[説明] 列に表示されます。必要なソフトウェアをメモし、インストールを中止します。必要なソフトウェアすべてをコンピュータにインストールしてから、再度 Site Stager をインストールします。
注   [ディスク領域の割り当て] で、使用可能なディスク容量が十分にあることを確認してください。
203. [概要] ページで、インストールの概要を確認して [インストール] をクリックします。
[インストールの進行状況] ページに、インストールの進行状況が表示されます。インストール処理が完了すると、[インストールの完了] ページが表示されます。
204. [インストールの完了] ページで、[完了] をクリックします。
これで Site Stager のインストールが完了しました。
MCMS 2002 (SP1a) のアンインストール
次の手順に従って、MCMS 2002 (SP1a) をアンインストールします。
MCMS 2002 (SP1a) をアンインストールするには
205. [スタート] メニューの [設定] をポイントして、[コントロール パネル] をクリックします。
206. [コントロール パネル] ウィンドウで、[アプリケーションの追加と削除] をダブルクリックします。
207. 現在インストールされているプログラムの一覧から、[MCMS 2002 (SP1a)] を選択し、[変更と削除] をクリックします。
208. 削除操作の確認を求める Windows インストーラのウィンドウで、[はい] をクリックして、すべての MCMS 2002 (SP1a) コンポーネントの削除を確認します。
MCMS (SP1a) のアンインストールが、ユーザーの介入なしで行われます。
注   MCMS 2002 または MCMS 2002 (SP1) から MCMS 2002 (SP1a) にアップグレードした場合は、MCMS 2002 (SP1a) を削除すると、すべての MCMS コンポーネントが削除されます。システムで、以前にインストールされたバージョンの MCMS に戻すことはできません。
重要   コア コンポーネントをアンインストールすると、ファイルが削除されます。直接修正した MCMS ファイルも削除されます。ただし、カスタマイズして IIS_CMS フォルダに追加された ASP ファイルなど、MCMS ディレクトリに追加された新規ファイルについてはアンインストールで削除されることはありません。しかし、MCMS から継承された仮想マッピングはすべて無効になります。また、データベースに加えた変更が元に戻されることはありません。
MCMS (SP1a) がアンインストールされます。
Windows Server 2003 へのオペレーティング システムのアップグレード
オペレーティング システムを Windows Server 2003 にアップグレードする前に MCMS 2002 をアンインストールすることをお勧めします。Windows Server 2003 をインストールした後で、MCMS 2002 (SP1a) をインストールできます。MCMS 2002 (SP1a) のインストール手順については、「1 台のコンピュータによる開発環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール」または「複数のコンピュータによる運用環境への MCMS 2002 (SP1a) のインストール」を参照してください。
ただし、MCMS をアンインストールしないで Windows Server 2003 にアップグレードする場合は、MCMS 2002 (SP1a) が適切に機能するように、次の処理を実行する必要があります。
· ステップ 1: WWW Publishing Service の再起動
· ステップ 2: サーバー側インクルードの再インストール
· ステップ 3: アップロードするリソースの最大サイズの設定
ステップ 4: サイト展開の最大サイズの設定
· ステップ 5: Windows Server 2003 に対する MCMS 2002 (SP1a) の再構成
· ステップ 6: サイト展開のエクスポートに対する MIME の種類の設定
ステップ 1: WWW Publishing Service の再起動
コンピュータを Windows Server 2003 にアップグレードした後に、WWW (World Wide Web) Publishing Service が無効になる場合があります。このため、Site Manager と Server Configuration Application (SCA) が機能しなくなります。こうしたコンポーネントを使用するには、このサービスを再起動する必要があります。
WWW Publishing Service を再起動するには
209. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックして、[サービス] をクリックします。
210. [World Wide Web Publishing Service] を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
211. [全般] タブで、[スタートアップの種類] ボックスの一覧から [自動] を選択して、[OK] をクリックします。
212. [サービス] ウィンドウで、[World Wide Web Publishing Service] の横の [状態] 列を調べます。この列が空欄の場合は、[World Wide Web Publishing Service] を右クリックし、[開始] をクリックします。
ステップ 2: サーバー側インクルードの再インストール
Windows Server 2003 にアップグレードした後、SP1 インストールでは、サーバー側インクルードが正しくインストールされているかどうかを検出できません。サーバー側インクルードを確実に適切にインストールするには、それをアンインストールしてから再インストールする必要があります。
サーバー側インクルードをアンインストールするには
213. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[アプリケーションの追加と削除] をクリックします。
[Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックして、[アプリケーション サーバー] を選択します。次に、[詳細] をクリックします。
214. [アプリケーション サーバー] ダイアログ ボックスで[インターネット インフォメーション サービス (IIS)] を選択し、[詳細] をクリックします。
215. [インターネット インフォメーション サービス] ダイアログ ボックスで [WWW (World Wide Web) サービス] を選択し、[詳細] をクリックします。
216. [WWW (World Wide Web) サービス] ダイアログ ボックスで、[サーバー側インクルード] チェック ボックスをオフにして、[OK] をクリックします。[OK] をクリックすると、開いているダイアログ ボックスが閉じます。
217. [Windows コンポーネント ウィザード] ダイアログ ボックスで、[次へ] をクリックして、[完了] をクリックします。
サーバー側インクルードを再インストールするには
218. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[アプリケーションの追加と削除] をクリックします。
[Windows コンポーネントの追加と削除] をクリックして、[アプリケーション サーバー] を選択します。次に、[詳細] をクリックします。
219. [アプリケーション サーバー] ダイアログ ボックスで、[インターネット インフォメーション サービス (IIS)] を選択して、[詳細] をクリックします。
220. [インターネット インフォメーション サービス (IIS)] ダイアログ ボックスで、[WWW (World Wide Web) サービス] を選択して、[詳細] をクリックします。
[WWW (World Wide Web) サービス] ダイアログ ボックスで、[サーバー側インクルード] チェック ボックスをオンにして、[OK] をクリックします。
221. [Windows コンポーネント ウィザード] ダイアログ ボックスで、[次へ] をクリックして、[完了] をクリックします。これでサーバー側インクルードファイルが再インストールされます。
ステップ 3: アップロードするリソースの最大サイズの設定
Windows Server 2003 では、アップロードするリソースのデータの最大量は、現在 IIS 内で構成できますが、MCMS リソースの既定の制限は低すぎます。次の手順で、MCMS リソースの制限を約 50 メガバイト (MB) に設定します。
注   MCMS Web エントリ ポイントとして構成されるすべての Web サイトで、この処理に従う必要があります。
許容リソース サイズを大きくするには
222. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックして、[コンピュータの管理] をクリックします。
223. [サービスとアプリケーション] ノードの下の [インターネット インフォメーション サービス マネージャ] を選択します。
224. [インターネット インフォメーション サービス マネージャ] を右クリックし、[すべてのタスク] をクリックします。次に、[IIS の再起動] をクリックします。
225. [停止/開始/再起動] ダイアログ ボックスで、[<computer name> のインターネット サービスを停止します] をクリックして、[OK] をクリックします。
226. [開始] を右クリックし、[エクスプローラ] をクリックします。%Windir%\system32\inetsrv\ に移動します。
227. [metabase.xml] を右クリックし、[編集] をクリックします。
228. MCMS Web サイトの IIS InstanceID を特定する必要があります。特定するには、ServerBindings と SecureBindings の文字列を検索します。ServerBindings または SecureBindings の文字列の形式に基づいて InstanceID の場所を探す方法については、次の表を参照してください。
	形式
	IIS InstanceID の場所

	ServerBindings=

"IP:Port:HostHeader"

および
SecureBindings="

"IP:Port:HostHeader"
	metabase.xml ファイルで、ServerBindings または SecureBindings の文字列を検索します。文字列が ServerBindings=IP:Port:HostHeader または SecureBindings=IP:Port:HostHeader として表示され、IP:Port:HostHeader が Web サイトの IP、ポート、および SCA で入力される HostHeader と一致する場合、Web サイトの IIS InstanceID は /LM/W3SVC/xxx という形式で <IIsWebServer ...> タグの Location プロパティにあります。例:

<IIsWebServer
Location ="/LM/W3SVC/1256"


DefaultDoc="Default.htm,Default.asp,


iisstart.asp,Default.aspx"


ServerBindings=":80:"


ServerComment="Default Web Site"

    >

</IIsWebServer>

この例では、IIS InstanceID は 1256 です。
注   IIS と SCA で IP アドレスが割り当てられていない ([未使用の IP アドレスすべて]) 場合、IP フィールドは空欄になります。

	Name=ServerBindings および Name=SecureBindings またはそのどちらか

	metabase.xml ファイルで、ServerBinding または SecureBinding の文字列を検索します。文字列が Name=ServerBindings または Name=SecureBindings として表示される場合、文字列は <Custom> タグにあります。また、この <Custom> タグには、Value=IP:Port:HostHeader という形式の値プロパティもあります。IP:Port:HostHeader が Web サイトの IP、ポート、および SCA で入力される HostHeader と一致する場合、Web サイトの IIS InstanceID は /LM/W3SVC/xxx という形式で <IIsWebServer ...> タグの Location プロパティにあります。例:

<IIsWebServer
Location ="/LM/W3SVC/1987"


AppPoolId="DefaultAppPool"


DefaultDoc="Default.htm,Default.asp,


iisstart.asp,Default.aspx"


ServerComment="Default Web Site"        

    >

    <Custom


Name="SecureBindings"


ID="2021"


Value=":443:"

    />

    <Custom


Name="ServerBindings"


ID="1023"


Value=":80:"

    />

</IIsWebServer>

この例では、IIS InstanceID は 1987 です。
注   IIS と SCA で IP アドレスが割り当てられていない ([未使用の IP アドレスすべて]) 場合、IP フィールドは空欄になります。


既存の XMLタグの間に <MBProperty> … </MBProperty> というエントリを追加して、アップロードするデータの最大量に AspMaxRequestEntityAllowed 値を変更します。次に、Location プロパティと AppRoot プロパティの IIS InstanceID を <IISWebServer> タグにある IIS InstanceID と一致するように変更します。
<IIsWebDirectory
Location ="/LM/W3SVC/<InstanceID>/ROOT/NR/System/ResUpload"

AppFriendlyName="ResUpload"

AppIsolated="2"

AppRoot="/LM/W3SVC/<InstanceId>/Root/NR/System/ResUpload"

AspMaxRequestEntityAllowed="51200000"

  >

</IIsWebDirectory>

229. metabase.xml ファイルを保存します。
230. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックして、[コンピュータの管理] をクリックします。
231. [サーバー アプリケーションおよびサービス] ノードの下の [インターネット インフォメーション サービス (IIS)] を展開します。
232. [コンピュータ] アイコンをクリックして、[操作] ボタンをクリックします。次に、[IIS の再起動] をクリックします。
233. [停止/開始/再起動] ダイアログ ボックスで、[<computer name> のインターネット サービスを再起動します] をクリックして、[OK] をクリックします。
ステップ 4: サイト展開の最大サイズの設定
Windows Server 2003 では、アップロードするリソースのデータの最大量は、現在 IIS 内で構成できますが、MCMS サイト展開の既定の制限が低すぎる可能性があります。次の手順で、サイト展開の制限を約 4 ギガバイト (GB) に設定します。
注   MCMS Web エントリ ポイントとして構成されるすべての Web サイトで、この手順に従う必要があります。
SDO ファイルのサイズを大きくするには
234. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックして、[コンピュータの管理] をクリックします。
235. [サーバー アプリケーションおよびサービス] ノードの下の [インターネット インフォメーション サービス (IIS)] を展開します。
236. [コンピュータ] アイコンをクリックして、[操作] ボタンをクリックします。次に、[IIS の再起動] をクリックします。
237. [停止/開始/再起動] ダイアログ ボックスで、[<computer name> のインターネット サービスを停止します] をクリックして、[OK] をクリックします。
238. [開始] を右クリックし、[エクスプローラ] をクリックします。%Windir%\system32\inetsrv\ に移動します。
239. [metabase.xml] を右クリックし、[編集] をクリックします。
240. MCMS Web サイトの IIS InstanceID を特定する必要があります。特定する場合は、ServerBindings と SecureBindings の文字列を検索します。ServerBindings または SecureBindings の文字列の書式に基づいて InstanceID の場所を探す方法については、次の表を参照してください。
	形式
	IIS InstanceID の場所

	ServerBindings=

"IP:Port:HostHeader"

および
SecureBindings="

"IP:Port:HostHeader"
	metabase.xml ファイルで、ServerBindings または SecureBindings の文字列を検索します。文字列が ServerBindings=IP:Port:HostHeader または SecureBindings=IP:Port:HostHeader として表示され、IP:Port:HostHeader が Web サイトの IP、ポート、および SCA で入力される HostHeader と一致する場合、Web サイトの IIS InstanceID は /LM/W3SVC/xxx という形式で <IIsWebServer ...> タグの Location プロパティにあります。例:

<IIsWebServer
Location ="/LM/W3SVC/1256"


DefaultDoc="Default.htm,Default.asp,


iisstart.asp,Default.aspx"


ServerBindings=":80:"


ServerComment="Default Web Site"

    >

</IIsWebServer>

この例では、IIS InstanceID は 1256 です。
注   IIS と SCA で IP アドレスが割り当てられていない ([未使用の IP アドレスすべて]) 場合、IP フィールドは空欄になります。

	Name=ServerBindings および Name=SecureBindings またはそのどちらか

	metabase.xml ファイルで、ServerBinding または SecureBinding の文字列を検索します。文字列が Name=ServerBindings または Name=SecureBindings として表示される場合、文字列は <Custom> タグにあります。また、この <Custom> タグには、Value=IP:Port:HostHeader という形式の値プロパティもあります。IP:Port:HostHeader が Web サイトの IP、ポート、および SCA で入力される HostHeader と一致する場合、Web サイトの IIS InstanceID は /LM/W3SVC/xxx という形式で <IIsWebServer ...> タグの Location プロパティにあります。例 (次の太字のアイテムを参照):

<IIsWebServer
Location ="/LM/W3SVC/1987"


AppPoolId="DefaultAppPool"


DefaultDoc="Default.htm,Default.asp,


iisstart.asp,Default.aspx"


ServerComment="Default Web Site"        

    >

    <Custom


Name="SecureBindings"


ID="2021"


Value=":443:"

    />

    <Custom


Name="ServerBindings"


ID="1023"


Value=":80:"

    />

</IIsWebServer>

この例では、IIS InstanceID は 1987 です。
注   IIS と SCA で IP アドレスが割り当てられていない ([未使用の IP アドレスすべて]) 場合、IP フィールドは空欄になります。


既存の XMLタグの間に <MBProperty> … </MBProperty> というエントリを追加して、アップロードするデータの最大量に AspMaxRequestEntityAllowed 値を変更します。次に、Location プロパティと AppRoot プロパティの IIS InstanceID を <IISWebServer> タグにある IIS InstanceID と一致するように変更します。
<IIsWebDirectory
Location ="/LM/W3SVC/<InstanceID>/ROOT/NR/System/SDUpload"

AppFriendlyName="ResUpload"

AppIsolated="2"

AppRoot="/LM/W3SVC/<InstanceId>/Root/NR/System/SDUpload"

AspMaxRequestEntityAllowed="4294967276"

  >

</IIsWebDirectory>

241. metabase.xml ファイルを保存します。
242. [スタート] をクリックして、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックして、[コンピュータの管理] をクリックします。
243. [サーバー アプリケーションおよびサービス] ノードの下の [インターネット インフォメーション サービス (IIS)] を展開します。
244. [コンピュータ] アイコンをクリックして、[操作] ボタンをクリックします。次に、[IIS の再起動] をクリックします。
[停止/開始/再起動] ダイアログ ボックスで、[<computer name> のインターネット サービスを再起動します] をクリックして、[OK] をクリックします。
ステップ 5: Windows Server 2003 に対する MCMS 2002 (SP1a) の再構成
MCMS 2002 (SP1a) は、インストールしたときに、最初は Windows Server 2000 と Internet Information Services (IIS) 5.0 の下で実行するように構成されています。IIS 6.0 にアップグレードした後は、Windows Server 2003 と IIS 6.0 の下で実行するように MCMS を再初期化する必要があります。
MCMS を再初期化するには
245. <install directory>:\inetpub\wwwroot フォルダの権限を変更して、ASPNET (aspnet_wp) ユーザーに読み込みと実行の権限を付与します。詳細については、MCMS 2002 (SP1a) ヘルプのトラブルシューティング「Windows Server 2003 でサイトを展開するときに、エラーが発生する」を参照してください。
246. .NET Framework 1.1 で提供されたバージョンの ASP.NET で機能するように MCMS アプリケーションおよび Web アプリケーションを変更します。詳細については、MCMS (SP1a) ヘルプのトラブルシューティング「.NET Framework 1.1 での MCMS 2002 (SP1a) の使用方法」を参照してください。
ステップ 6: サイト展開のエクスポートに対する MIME の種類の設定
IIS 6.0 は、Web サーバーから任意の種類のファイルをダウンロードできるため、IIS 5.0 より制限が厳しくなっています。サイト展開のエクスポートが正常に機能するように、/NR/rdonlyres 仮想ディレクトリの MIME の種類を構成する必要があります。
MIME の種類を構成するには
247. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
248. [ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスで、「inetmgr」と入力して [OK] をクリックします。
左側のツリー ビューで、<computer name>\Web Sites\<default Web site>\NR\RdOnlyRes に移動します。
注   サイトが、既定の Web サイト以外の別の Web サイトにインストールされている可能性があるため、その場合はツリーのその部分に移動してください。
249. [RdOnlyRes] を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
250. [プロパティ] ダイアログ ボックスの [HTTP ヘッダー] タブで、[ファイルの種類] をクリックします。
251. [追加] をクリックします。
252. [ファイルの種類] ダイアログ ボックスで、次のように設定します。
	項目
	操作

	エクステンション
	sdo

	MIME の種類
	application/x-mcmscontentpackage


253. [OK] をクリックして、[ファイルの種類] ダイアログ ボックスを閉じます。
254. [OK] をクリックして、[プロパティ] ダイアログ ボックスを終了します。
255. [IIS マネージャ] ダイアログ ボックスを閉じます。
256. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
[ファイル名を指定して実行] ダイアログ ボックスで、「iisreset」と入力します
257. [OK] をクリックします。

